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口絵1

甲府城下町遺跡全景：南東から北西をのぞむ（画面中央は平和通り）

れ占i
甲府城下町遣跡調査区全景：左がI区 、 右がII区



口絵2

I区土層① ：右端に②がつながる（杭が目印）

I区土層② ：左端に①がつながる（杭が目印）

II区北壁土層：ピット状の落ち込みは3面の遣構
写真より下は黒色粘土が続く



陶磁器類集合(I区出土）
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口絵4

「春岱」銘のある志野焼鉢(I区出土） と底部見込み「春岱」銘のアップ

小倉焼の行平(I区出土）



口絵5

磁器類(I区. II区 · 試掘調査）

磁器類(I区 . II区 ・試掘調査）



口絵6

土師器類① (II区3面）

士師器類② (JI区3面）



口絵7

土師器類③ (JI区3面）

土師器・ 須恵器類① (II区3面）



口絵8

土師器・須恵器類②(II区3面）

赤彩土器(II区3面）



ロ絵9

須恵器(II区3面）

土師器底部(II区3面）



口絵10

台付甕(II区3面：竪穴状遺構1)

甕(II区3面：竪穴状遺構2)



口絵11

火を受けた石（ピット4)

土管(II区2面）



甲府蝦・ニの堀・を探す
江戸時代、 甲府城は内側から順に「内堀」、「二の堀」、「三の堀」というように3つの堀によって

囲まれていました。「二の堀」 はその内側の武家地と、 その外側の町人地とを隔てていました。 今回

の調査地点のうちのI区ではこの「二の堀」が見つかる可能性がありました。 土の積み重なった状

況をよく観察してみると ・ ・ ・

▲I区の土層
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もともとあった自然の層が削られて、 その後別の土が積

み重なっている様子が確認されました。 これが「二の堀」

なのでしょうか？

さらに土をよく観察してみると、 あとから積み重なって

いる土はほぼ平らに重なっていったことがわかりました。

「二の堀」は明治時代の初めに埋め立てられたといわれて

いますが、 ここの土はよく締まっていて、 江戸時代や明治

時代どころか、 す 一っと大昔に自然に積み重なっだ土のよ

うです。

また江戸時代なかば頃の絵図と今の町並みの地國を重ね

合わせたところ、 甲府地方裁判所のあたりでは「二の堀」

は平和通りの位置を南北方向に走っていたようであること

がわかりました。 昔の絵圏の距離感や位置はほぼ現在の町

並みと合致していて、 新しい建物や高いビルが乱立してい

る甲府中心市街地にも昔の町並みが息づいているとは不思

議な感じがします。

▲「甲府御城下絵図」（柳沢文庫）をもとに作成
：調盃地周辺の江戸時代中ころの様子



現れなかった城下町…

開査地周辺には江戸時代には武家屋敷が広がっていました。 甲府地方裁判所のある1易所は、 柳

沢吉保• 吉里が甲府城主だった時期(1704"'"'1724年）には「滝□平太左衛門」という800

石取りの武土（家老）の屋敷地でした。

800石がどれくらいの年収だったか単純に計算してみると ・

米1俵:=60 kg 

米10 kg:=4,000円 とすれば...

｀ヽ I
木1俵=2万4千円
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800石では、

年収 1,920万円！

というように、 年収にしてみるとハイクラスだったことがわかります。 まわりと比べて屋敷地も

広く、「家老」という身分からもかなりの実力者だったと言えるでしょう。 これが幕未頃の絵図

によると「御薬園」という場所に様変わりをします。「御薬園」は薬草などが栽培されていた揚

所です。

しかしながら調盃地からは溝が4本見つかっただけでした。 これは調盃地が「滝D邸」の南喘

にあたり、 建物などがなかった場所であったことや、「武家屋敷」 から「御薬園」へという大き

な土地利用の変化があったことなども理由に挙げられるかも知れません。

甲府の中心地から古墳時代の土器が顔を出�!

現在の地表から1 mほど掘り下げたところから、 古墳時代を中心に平安時代の土器も若干含む

層がでてきました。 見つかったものには古墳時代前期の台付甕や古墳時代後期のl不や須恵器（青

灰色で固い焼き物）もあります。 特に須恵器は、 破片ではありますが大甕や長い脚がつく高iんな

どマツリに使われることが多い器が含まれていました。 現在は市街地化が進みかつての地形をう

かがい知ることは難しいですが、 当時は甲府城がある小山から南に向かって細長い高まりが延び

ていたものと思われます。 江戸時代に掘られた「二の堀」 は川が流れていたところを利用しなが

らつくられたとも言われていますから、 日当たりも水はけも良く、 近くに水辺もあったこの場所

は、 人閃の暮らしには最適な場所だったといえるでしょう。

甲府城下町遺跡と呼ばれる範囲の中では、 これまで城下町以前の人図が暮らした痕跡がまと

まって見つかることは少なかったので、 今回の発掘調査は甲府市中心地の新たな歴史を紐解いた

と言えるでしょう。



序

甲府城下町遺跡（甲府地方裁判所地点）の所在する甲府市中央l丁目付近は、現在では、

甲府警察署、 甲府地方裁判所、 甲府地方検察庁といった官公庁が建ち並び、 銀行や証券会
社などのオフィスビルも軒を並べるなど、 まさに甲府の中心街ですが、 江戸時代において

は、 甲府城の南門である追手門を出たところに広がる武家屋敷地の一 角を占める場所でし

た。 絵図によると甲府地方裁判所の場所は、 江戸時代中期には「滝口平太左衛門」という

800 石取りの家老の屋敷地であり、 また幕末には「御薬園」と呼ばれる薬草などを栽培す

る場所だったようです。

今回の甲府城下町遺跡（甲府地方裁判所地点）の発掘調査は、 甲府地方裁判所の新築工
事に伴い、 その事前調査として 2006 (平成 18) 年度に行われました。 調査の結果、 地表

下約lmのところから弥生時代末～平安時代の土器がパックされた層が見つかりました。

中には完形に近い台付甕や、 胴部の丸い甕なども含まれていました。 これまで、 周知の埋

蔵文化財包蔵地である「甲府城下町遺跡」から城下町以前の遺構や遺物がまとまって見つ
かることは少なかったので今回の発掘調査は貴重な成果を上げたといえます。

江戸時代については上述の通り、 甲府城「二の堀」 の内側、 武家屋敷地の一 角にあたる

場所で、 この「二の堀」跡の東肩部分がかかる可能性もありましたが、 これについての明

確な痕跡は見あたらず、 甲府地方裁判所地点付近では「二の堀」はほぽ平和通りの位置を

南北方向に走る形で通っていたのではないか、 という結論に達しました。 また、 武家屋敷

地の明確な痕跡については調査面積の制約もあって確認することはできませんでした。 し

かしながら遺物については興味深いものが発見されています。 遺構に伴ったものではあり

ませんが、幕末に活躍した尾張の陶エ「加藤春岱」の銘が入った志野焼の鉢などが見つかっ
ています。 このように名の知れた陶工による作品が発掘調査で発見されることは珍しいこ

とです。 本書に掲載しておりますこれらの調査成果は学術的価値が非常に高く、「甲府城

下町遺跡」 としてひとくくりにされていたこの地における、 城下町以前の歴史の新たな1

ペ ー ジを開いたと言えます。

本報告書が多くの方々に研究学習資料としてご活用いただければ幸甚であります。

末筆ながら、 種々ご協力賜りました関係機関各位、 地元の方々並びに、 調査や整理作業
に従事していただいた方々に厚く御礼申し上げます。

2007年12月

山梨県埋蔵文化財センタ ー

所長 末 木 健



例 言

1. 本報告書は 、平成18 (2006) 年度に実施した山梨県甲府市中央lT目 1-10-7 に所在する 甲府城下町遺跡（ 甲

府地方裁判所地点） の発掘調査報告書である。
2. 本調査は甲府地方裁判所庁舎新営工事に伴う事前調査であり 、 国土交通省より委託を受け 、 山梨県埋蔵文化

財センター が調査を実施したものである。

3. 発掘調査および 出土品 の整理は、 山梨県埋蔵文化財センター が行な い、 鶴田博•野代恵子が担当した。

4. 本報告書 の編集および執筆は、 鶴田博•野代恵子が担当した。 関連科学については、 第 4 章 自然科学分析

をパリノ ・サー ヴェイ株式会社に委託した。

5. 本報告書作成のための主な作業 分担は下記のとおりである。

遺構写真撮影 鶴田博•野代恵子

遺物写真撮影

遺物洗浄 ・ 注記・ 接合

清水 守（スタジオトータルアイ）

北野礼子 ・ 栗原礼子 ・ 齊藤里美•野沢喜美
· 復元
遺物実測 ・ 拓本 ・トレ ース 猪股順子 ・ 栗原礼子· 齊藤里美・萩原里江子 ・ 野沢まゆみ
・ 遺構トレ ース

図版作成

写真 図版作成

野代恵子 ・ 栗原礼子 ・ 齊藤里美 ・ 萩原里江子

表作成

野代恵子

野代恵子
6. 発掘調査および 整理事業 において 下記の業 務を委託した。

基準杭測量 ：昭和測量株式会社

航空写真および測量

土層測量

14 C年代測定 ・ 花粉分析

遺物写真撮影

：株式会社こうそく

：株式会社シン技術コンサル

：パリノ ・サー ヴェイ株式会社

：清水 守（スタジオトータルアイ）

7. 本報告書 にかか る出土品および記録図面・写真等は一括して 山梨県埋蔵文化財センター に保管してある。

8. 発掘調査から報告書作成に至る過程で 、 下記の諸氏 ・ 諸機関から 多大な るご教示· ご協力を賜った。 記して

謝意を表わす次第である （順不同· 敬称略）。

甲府市教育委員会、 甲府地方裁判所事務局会計課、 河西 学、 川崎昌宏、 西川広平、 パリノ・サー ヴェイ株

式会社、 昭和測量株式会社、 株式会社こうそく、 清水 守（スタジオトータルアイ）
9. 本報告の遺跡名 について

本事業地内の遺跡 名は甲府市における 遺跡台帳と照らし合わせて「甲府城下町遺跡」として進めてきたが 、

他の周辺遺跡 の多くの名称が「甲府城下町遺跡」であり混同を防ぐため、 甲府地方裁判所地点 として本報

告書では遺跡名を加筆記載すること とした。

凡 例
1. 掲載した図面の縮尺は、 原則として次のとおりである。

竪穴状遺構： S=l/40 、 遺物： S=l/3 
2. 遺物観察表の（ ）は推定値を表す。
3. 遺物実測図の断面黒色は須恵器を表す。
4. 遺物実測図の断面の左側に外面、 右側に内面の拓本 がある。
5. 赤彩された士器は赤彩箇所をスクリ ー ントー ンで表す。
6. 石の摩擦面はスクリ ー ントー ンで表す。
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第1章 調査の経緯と経過

第1節 調杏に至る経緯

甲府地方裁判所は、 文化財保護法に基づく周知の埋蔵文化財包蔵地である甲府城下町遺跡のなかにある。甲府

地方裁判所の改築に伴い、 県埋蔵文化財センタ ー は2002 (平成14)年6月25 "'26日の期間で仮設庁舎予定

地における埋蔵文化財の範囲を確定するための試掘調査を行った。調査箇所については第3 図に示す通りである。
その結果、 現地表面より約50cm- 60cmの深さから江戸時代と考えら れる配石状遺構や石列のほか、 青磁皿や播
鉢などの遺物が確認された（注1)。 この調査による出土遺物は本報告中におさめた（第40• 41 図）。

2004 (平成16)年6月、 国土交通省関東地方整備局営繕部、 甲府地方裁判所事務局会計課、 県教育委員会学

術文化財課、 県埋蔵文化財センタ ー の担当者が集まり、甲府地方裁判所の改築に関する協議を行った。 その中

で、 同年度から翌年度にかけて仮設庁舎を 建設し、 2006 (平成18)年度に新庁舎建設予定地内にある既存の建

物の基礎を解体する各年度の計画が出された。 また、 仮設庁舎については埋蔵文化財に影響を 及ぽさない範囲で

建設するように設計され、影響がある場合にはその都度立会い調査などで対応することを確認した。 それに伴い、
2004 (平成16)年8月にはボ ー リング調査に伴う立会い調査を （注2)、 2005 (平成17)年9月には水槽タン

ク設置に伴う立会い調査を実施した（注3 )。

2006(平成18)年9月、国土交通省関東地方整備局営繕部および甲武営繕事務所、甲府地方裁判所事務局会計課、

県教育委員会学術文化財課、 県埋蔵文化財センタ ー の担当者により、 本格的な発掘調査に関する協議を行った。

その中で、 既存建物の基礎が3 mほどの深さで入り込んでいることから、 既存建物の基礎工事を行った際に掘削

が及んでいない範囲を 中心に調査を行い、 基礎部分については立会い調査などで対応することを確認した。 そし
て、 同年11月より発掘調査に着手した。

なお、 法的な手続きは以下のとおりである。

平成18年 11月1日 文化財保護法第99条第1項に基づく発掘通知を山梨県教育委員会教育長に提出

平成19年 1月4日 文化財保護法第100条第2項に基づく埋蔵文化財発見通知を 甲府警察署長に提出

（注1)山梨県埋蔵文化財センター (2003. 9)『年報19 (平成14年度）』
山梨県教育委員会 (2006. 3)『甲府城跡周辺確認調査報告書 県庁構内及び 甲府城下町遺跡関係立会・
発掘調査等 報告』

（注2)山梨県埋蔵文化財センター (2005. 10)『年報21 (平成16年度）』

（注3 )山梨県埋蔵文化財センター (2006. 10)『年報22 (平成17年度）』

第2節 調査の経過

発掘調査は平成18年9月より諸準備を整え、 同 11月1日より着手し12月25日に終了した。 調査期間中に
は高等裁判所や甲府地方裁判所職員の方々の現地見学などもあった。 調査を していく中で当初設定した調査区外

で工事による破壊が及ぶ範囲に遺物包含層が広がっていることが確認されたため、 調査終了後、 平成19年1月

22日から24日にかけて、 この箇所についての立会い調査を行なった。 また「二の堀」跡に関わる調査として、
同2月27日に立会い調査を行なった。 本調査終了後、 平成19年1月9日から3月19日まで基礎的整理作業
を行なった。 同3月17日には山梨県考古学会主催の平成18年度下半期遺跡発表会において調査成果について
の発表を行なった。 また同3月17日から4月8日にかけて「山梨の遺跡展2006」において出土遺物の展示を
含め、 調査成果についての紹介を行なった。 平成19年6月8日には工事中に井戸が発見されたため、 立会い調
査を行なった。
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第 3 節 調杏組織
調査主 体 山梨県教育委員 会
調査機 関 山梨県埋蔵 文化財センター

平成 1 8年度発掘調査・ 基礎 的整理作業

担 当 ： 調査研究 課 鶴 田 博• 野代恵子
発掘調査作業員 ： 天野きみ子•石井弘 文 ・ 入倉和代• 岡和子 ・ 岡 部豊雄 ・ 小 沢 正 臣 ・ 加 賀 美 昌 友• 金

丸恵美 · 北野礼子 ・ 児玉和子 ・ 五味護 ・ 齊藤里美• 佐藤武光• 田 中ふみ 江• 田 辺 君

代・ 土屋幹夫 · 手塚房子 ・ 中澤久雄• 野沢喜美 ・ 深沢和樹 ・ 村 田 勝利

整 理 作 業 員 ： 北野礼子 ・ 栗原礼子 ・ 齊藤里美 · 野沢喜美

平成 1 9年度本格的整理作業
担 当 ： 資料普 及課 野代恵子

整 理 作 業 員 ： 猪股順子 ・ 栗原礼子 ・ 齊藤里美 ・ 萩原里 江子 ・ 野沢 ま ゆ み

第 2 章 遺跡の 位 骰 と 環境

第 1 節 地理的環境
甲府地方裁判所の所在 地は山梨県甲府市 中央 1 - 10 - 7 で、 J R甲府駅 から南 に延 び ている主要 地方 道甲府

敷島韮崎線 （通称平和 通り） を 南 方 向 へ 約750 m進 んだ先 にある。 平和 通り沿 いには山梨県庁を はじ め、甲府

市役 所、甲府警察署 、甲府地方裁判所 、甲府地方 検察庁といった官公 庁が建 ち 並 び 、銀行 や 証券 会社 などのオ フ ィ

ス ビ ル も軒 を 並 べ るなど、 市 街 地化 がかなり進 んでいるとこ ろ である。 調査地点 の標 高は約266 mで、甲府駅

から 南 へ 目 を 向 けると緩 や かに続 く下り坂 が甲府市役 所付近 より平坦 になっている先 にある。
調査地点 は甲府盆 地の北 部を 流 れる相 川 の左岸 にあり、 相川 が形成 した扇 状地の扇端 部にあた る。 相川 は甲府

盆 地北 部の山地を 源 として甲府市 内を 南へ流 れ、甲府市 下積翠寺付近 より南 に向 かって扇 状地が形成 されている。

その後、甲府市宝 二丁 目 付近 で荒川 に合流 し、甲府盆地を 南へ流 れ、 笛吹川 と合流 する。

J R甲府駅 周辺 の地形 を み ると、 荒川 や 相 ） 1 1 の影響を 強 く受 けたとされる扇 状地、 自 然堤防 、 旧 河道 、 後背湿

地といった微 地形 がみ ら れ、 旧 河 道 や 後背湿 地でない扇 状地から は集落 跡が確認 されている。 周知の埋蔵 文化財

である「甲府城下町遺跡」は市街 地化 が進 んだ ために本来 の地形 を 判読 するこ とは困難 なとこ ろ があるが、 明治

後 期の地図には南 に向 かってのび る舌 状台 地状の高まりを 示す等 高線 が記 されている。

第 2 節 歴史的環境 （第 1 図 周辺 遺跡分布図参照 ）
周知の埋蔵 文化財包蔵 地「甲府 城下町遺跡」は近世 の城下町を 主 体とする遺跡であるが、 原始 ・ 古代に関して

は古墳時代や 平安時代の遺物が僅 かに出 士 するに とどま り、いず れも遺構を 伴うものはなかった。 こ の背 景 には、
当 該地域 が中近世 に大 き な土地 の改変 を 受 け た こ と や 、扇状地 と いう 自 然環境 によ り 流失 し た こ と が挙 げ ら れ る 。
しかし、甲府城下町遺跡の周辺 にH を 向 けると、 縄文時代前 期後葉 の諸磯 a 式士器 を 主 体とする宝 町遺跡 (29)
や 古墳 時代の遺跡である飯 田 一丁 目 遺跡 (25)、 古墳 時代を 中心 に木製品 なども発 見されている朝 気 遺跡 (83)、
弥 生 ～ 古墳時代の集 落 や 方 形 周溝 墓 が発見された塩 部遺跡 (24) などがみ ら れる。 縄 文 時代には 荒 川 上流域 の

山間地や山裾 部と盆 地との境 界 地あるいは扇 状地地帯 に遺跡がみ ら れるが、甲府市域 では縄 文 時代の集落 立地に

見合 った丘陵 や 台 地上 の広い平坦 地がないため、 大規模 な集落 には発 展しなかったものと考えら れる。 弥生時代

に入ると遺跡立地は大きく変 わり、 遺跡は沖積 地の微裔 地上 に分布 する。 古墳時代初頭 には市 中央 部の青沼• 朝
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気な ど で も遺跡の増加が見 ら れる。 6 世紀か ら7 世紀代にかけて は湯村 ・千塚地区 や里垣甲運地区 に多 く の古墳

が築かれるが、 こ れ ら を 支 え た集落 跡の発見は少な い状況 にある。 奈 良平 安 時代に至ると市南部の平 坦地 に も 多
く の集落が形成 さ れるよ う にな り 、 盆地 底部の低湿地 が よ り 開 拓 さ れ た状況 を 伺 う ことがで き る。 今回の調査 地

点( A : * 印） か ら は古墳時代を 中 心とする土器の出土がみら れ た が、 調査 地と平 和 通 り を は さ ん だ西側 に位置

する百 人 町地 点( B) で は 立会い調査 におい て 甲府裁判所地 点と ほ ぽ同 じ く 地 表下およそ l mの黒褐 色土層 中 か
ら 弥生 時代最終末～古墳時代前期初頭の壷胴部が出土 し てお り 、 周辺 には こ の包含層 が広 が っ て いる可能性 も あ
る。 以上のよ う に周辺の地 理的環境の側面 か ら 考 え 合わ せると、 甲府城下町遺跡域 も周辺の遺跡と同 様 に原始 ・

古代につ い て も 人 々 が 生活 し て い た 可能性 は 大 い にある ものと思わ れる。
中 世後期 になると、 武 田 信虎が蹄蹟 ヶ 崎館(12) に本拠 を 移 し 、 館の南 方 に武 田 城下町が形成 さ れた 。 し か し 、

武 田 城下町 は 近 世 に形成 さ れ た 甲府城下町 によ っ て 改変 さ れてお り 、 絵図等の資料 も な い ことか ら 不 明 な点が多

い。 なお、 調査 地点は 周 知の埋蔵文化財包蔵地 「武 田城下町遺跡」 の範 囲 の外 側 （南側） に位置 し て い る。
天正10(1582) 年 に武 田 氏 が滅亡 し た 後、 甲斐の支配 は織田• 徳川 ・豊 臣と移 り 、 16 世紀末 に関 東の徳川 を

牽制するた め に甲府城が築城 さ れた。 それ に伴 い 、 甲府城を 中 心とする城下町が形成 さ れ、 武家地 を 二の堀 で 取
り 囲み、 町 人地 を 三の堀 で取 り 囲 む 構 造 がで き あ が っ た。 調査 地点は追手 門 か ら 南 へ 向 か う 路 （追手 小路）とそ

の西側の二の堀の間 にあ り 、 武家地 で あ っ た。

宝永元(1704) 年、 5 代将軍徳 川 綱 吉の側用 人 で あ っ た 柳沢 吉 保 が 川 越 藩 か ら 甲府藩主とな り 、 藩 主 が在勤

となるた め に甲府城の修築や城下町の再整備が行われた。 子の柳沢吉里 は享保9(1724) 年 に大和郡 山 へ転封と

な っ た が、 城下町の大規模な 整備 によ り 近世の甲府は最盛期 を 迎 える こととな っ た。 こ の頃の絵図を 見ると、 調
査 地点 には 「滝 口 平 太左衛門」と い う800 石取 り の吉里の家老の名 前 が登場する。

吉里の大和郡 山 転封後、 甲 斐 国 は幕府の直轄領とな り 、 甲府勤番支配の もと に甲府城が警護 さ れ た 。 嘉永年 間
(1848 "'1854) の絵図を 見ると調査 地 点 は 「御薬 園」と記 さ れ てお り 、 薬 草 な ど を 栽培 し て い た様子がわか り 、

土地 利用 に変化がみら れる。

明 治 時代に入 り 、 新 政府は戊辰戦争 を 進 める 中 で新 し い 政治の建設 を は じ め た。 明 治4(1871) 年の廃 藩 置 県

に代表 さ れる よ う に強 力 に 中 央集権 を 進 め 、 財政の安定のた め に地 租改 正 を 行 っ た 。 ま た 、 新 政府の組織の集権
化 も 行われ、 司 法行 政 を 管轄 する 司 法 省 が 明 治4(1871) 年 に設 置 さ れ、 翌 年 の 司 法 職 務 定 制 に よ り 同 年9 月

に県庁舎 内 に 山 梨 裁判 所 が 置 か れ、 さ ら にその翌年 には場所 を 富士川 町 （現在の甲府市 中 央 2 丁 目 ） に移動 し た。

一方、 山 梨 県 内 に 目 を 移 すと、 明 治6(1873) 年1 月 に藤村紫朗 が県令と し て 着 任 し て 以 降 に近代化 が 展 開

さ れ た。 明 治6(1873) 年、 政府が全国の城郭の存廃 を 決定 し たとき に甲府城 は 内城のみ保存と決定 し 、 二の堀

や三の堀の埋 め 立 て が行われ、 新 し い 市 街地 を 建設 し た。 特 に、 追手 門 か ら 南 へ 延 びる追手小路 （現在の舞鶴通
り ） 沿 い には藤村式と総称 さ れる疑似洋風建築の官公庁 が相次 い で建 て ら れ た 。

明治7(1874) 年 7 月 県営の勧業製糸場 （現在の古 名 屋 ホ テル）
明 治9(1876) 年 3 月 山 梨 裁判所 （現在の 裁判所）

5 月 県病院 （現在の相 生交差点北東 角 ）
7 月 県師 範学校 （現在の 中 央公園）

明 治10(1877) 年 10 月 県庁 （現在の甲府市役所）

し か し 、 昭和20(1945) 年7 月 の甲府空襲 によ り 、 甲府市 内 は壊滅的 な 打 撃 を 受けた。 裁判 所 も 空 襲 後 は 場

所 を 転 と々 し て い た が、 昭和22(1947) 年 に今 ま で あ っ た場所への建設 を 開 始 し た。 ま た、 戦後復興都市計画
事業が進 め ら れ、 平 和 通 り はその事 業と し て 昭 和22(1947) 年 に着 工 し 、 同30(1950) 年 に完 成 し た。 平 和
通 り 沿 い に官公庁や 金融機関が集ま り 、 調査 地点周辺は市街地 化が展開 さ れ た。
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\To. 遺跡名 時代

湯村山 山頂遺跡 平安時代
1 

湯村山城跡 中 世

2 三光寺山遺跡 古墳時代

3 永井遺跡 古墳時代 ・ 平安時代

4 村之内遺跡 古墳時代

5 向 田 A 遺 跡 弥生時代

6 向 田 B 遺蹄 弥生時代 ・ 古墳時代

7 緑 ヶ 丘二丁 目 遺銃 縄文時代～ 平安時代

8 緑 ヶ 丘一 丁 目 遺跨 古墳時代

9 峰本南 A 遺跡 近 世

1 0  蜂本南 B 遺跡 近 世

1 1  長閑遺跡 中 世

1 2  武 田 氏館跡 中 世

1 3  大手下遺跡 縄文時代～ 平安時代

1 4  躍t蜀 ヶ 崎亭跡 中 世

1 5  岩窪 c 遺跡 古墳時代

1 6  中道東遺跡 近 世

1 7  中 道 西遺跡 古墳時代

1 8  岩窪遺跡 奈 良 • 平安時代 ・ 中 世

1 9  茶堂怪火台 中 世

2 0  茶堂遺蹄 平安時代

2 1  山 梨大学構内遺跡 奈 良 • 平安時代

22 八幡神社 縄文

2 3  富士見遺跡 古墳時代 • 平安時代

24 塩部遺跨 弥生時代～平安時代

25  飯 田 一丁 目 遺蹄 弥生時代 ・ 古墳時代

26  横 田 氏屋敷跨 近 世

2 7  新紺屋小学校構内遺跡 近世

28  甲 府城跡 近世

29  宝町遺跡 縄文時代 ・ 平安時代

30  寿町遺蹄 古墳時代

3 1  富士川 小学校校庭遺跡 近 世 • 代官所跡

32  御崎田遺跡 平安時代

33  六反田遺跡 平安時代 ・ 中 世

34 亥 ノ 兎遺跡 平安時代

35  大六天遺跡 平安時代

36 宮裏遺跡 平安時代

3 7  銀 杏 之 木 平安時代～ 中 世

38  大 笠 山 水 の穴遺跨 古墳時代

39 北善光寺 A 遺 跡 平安時代

40 北善光寺 B 遺跡 古墳時代

4 1  堤 下 B 遺跡 平安時代

42 堤 下 A 遺跡 平安時代

43 北原遺跡 縄文時代 • 平安時代

44 善光寺裏遺跡 縄文時代 • 平安時代

45 地蔵北遺跡 古墳時代～ 平安時代

46 宮 の脇 A 遺跡 縄文時代 • 平安時代

47 南善光寺 B 遺蹄 古墳時代 ～ 平安時代

48 南 善 光 寺 A 遺跨 平安時代

49 殿屋敷遺跡 平安時代

50  板垣氏屋敷跡 近世

5 1  本郷遺跡 縄文時代 ・ 古墳時代

52  宮 の 脇 B 遺跡 縄文時代 ・ 古墳時代
53 上郷遺跡 平安時代
54 東光寺遺跡 平安時代
5 5  宮 の 前遺跡 縄文時代

56 本郷 B 遺跡 平安時代
5 7  本郷 c 遺跡 古墳時代 ～ 中 世
58 内林遺跡 近世
59 宮前遺跡 縄文時代

No. 遺跡名

60 酒折縄文遺跡

6 1  大橋遺跡

62 中 坪遺跡

63  落合氏館跡

64 上 石 田 B 遺跡

65 上 石 田 遺 判

66  上河原遺跡

6 7  渋沢遺跡

68 久保北河原遺跡

69 大北河原遺跡

70  宮北遺跡

7 1  秋 山 氏館跡

72  村前遺跡

7 3  千松院遺跡

74 太 田 町遺蹄

7 5  青沼遺跡

7 6  青沼三T目 遺蹄

7 7  伊勢町遺蹄

7 8  食糧工場遺蹄

7 9  木俣遺跡

80  般舟院跡

8 1  住吉天神

82 小宮山氏館跡

83  朝気遺跡

84 湯 田 一 ］日 遺 跡

85  幸 町 A 遺 跡

86 幸町 B 遺跡

8 7  南 口 町 A 遺蹄

88  南 口 町 B 遺蹄

89 里吉天 神遺跡

90 十丁遺蹄

9 1  家之前遺跨

92 卜丁 B 遺跡

93  字前 A 遺跡

94 字前 B 遺跡

95  字 前 C 遺跡

96  青葉町遺蹄

97  北桜遺跡

98 野村遺銃

99 油 田 遺跡

1 00 居村遺跡

1 0 1  淵之上遺跡

102  二又遺跡

103  宮 田 遺 跡

1 04 上 ノ 木遺 跡

1 0 5  大 上井遺蹄

1 0 6  上 町 天 神遺 跡

1 0 7  明石西河原遺跨

108  外河原 ヂ ク ヤ遺蹄

109  深田遺跡

1 1 0 北堀遺跡

1 1 1  村之内遺跡

1 1 2  日 向町遺跡

1 1 3  
甲 府城下町遺跡

( bl 向町遺跡第 2 地点 ）

1 1 4 
甲 府城下町遺跨

(KJ43 地点 ）
甲府城下町遺跡

A 
（ 甲 府地方裁判所地点 ）

B 
百 人 町地点

（立会 い 調査）

時代

縄文時代

中 世

古墳時代

中 世

平安時代

縄文時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

縄文時代 • 平安時代

中 世

平安時代

中 世

古墳時代

古墳時代

中 世

古墳時代

縄文時代 ・ 弥生時代

近 世

中 世

古墳時代～ 平安時代

中 jii:

縄文時代～平安時代

古墳時代

弥牛時代

古墳時代

平安時代

平安時代

古墳時代～ 平安時代

占墳時代

平安時代

占墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

平安時代

平安時代

古墳時代 ～ 平安時代

平安時代

近世

古墳時代

古墳時代

弥生時代 • 平安時代

占墳時代～ 平安時代

平安時代

古墳時代～ 平安時代

平安時代

古墳時代 ～ 平安時代

古墳時代 ・ 中 世

古墳時代 ～ 平安時代

古墳時代～平安時代

中 世 ～ 近 世

中 世 ～ 近 世

中 世 ～ 近 世

弥生時代～ 平安時代、 近 世

土 師 器 出 土

表 l 甲 府城下町遺跡 （ 甲 府地方裁判所地点 ） 固 辺遺跡 （第 1 図 周 辺遺跡分布 図 の No. に 対応）
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第 3 章 調 代 の 方 法 と 成果

第 1 節 調査の方法
1 .  調査 区の設定

発掘調査対 象 地は裁判所の建物があった場 所であり、 その基礎に ついては地表下3 m に および 、 さら に その
下に は地盤 を 安 定させ るため、 長さ16 mの赤松 の杭 が90cm ピ ッ チ で埋 め込まれていること が事前 協議 に よりllfJ

ら かに なっていた。 このため建物基礎の入っている部分 に ついては包含層及び 遺構面が完全 に 破壊されているも

のと 判断 されたため、 建物基礎が入っていない部分 を 選 び 2 カ 所の調査区 を 設定した。 ひ と つは建物の表玄 関
部分 に あたる場 所でこれを I 区 とし、もう ひ と つは建物に囲まれた中庭 部分 でこれを II 区 として調査を行なった。

2 . 調査の H 的

平成 1 4年度に 当 時 の裁判所建物北側 の駐車 場 部分 に おいて試掘調査が行われているが（第 3 図）、 この調査

に おいて地表下 50 � 60cm のと ころ から 江戸 時代 の遺物を 含 む 包含層が検 出されていたので、 まず この層を H 安

に重機 に よる掘削 を行なった。 また周 辺 では平成17年度に 旧 東急駐車 場 部分 の調査（中央 1 丁 § 188 番 地外 ）

が甲府市 教育委員会と 帝京大 学山梨文化財研究 所に よって行われたが、 ここで甲府城「二 の堀 」 跡が確認されて
いる。 この「 二 の堀 」 がまっすぐ北 に向 かって延 び ていたと すれば 、 ち ょ う ど I 区 のあたりに くること が想 定さ
れたため、 I 区 に ついては最 終 的に はこの 「二 の堀」を確認すること を 目 的とした。 また（中央 1 丁 目 188 番

地外 ） の調査では、 二 の堀 の東側 に 堀 と ほぽ同 幅 の土塁 、 武家屋敷 の境界 を 示すと 考えら れる石敷きの溝 が検 出

されており、 II 区 に ついては武家屋敷 地内に あたる可能性 があったためそれを 念頭 に おいて調査を 進 めた。

3 . 調査 グ リ ッ ド の 設定
発掘調査を行う に あたり、 国士座標 に 基づく 5 mグ リ ッ ド を 設置した（第3 図）。 グ リ ッ ド に は東西 ラ イ ン を

ア ル フ ァ ベ ッ ト で、 南 北 ラ イ ン を 算用 数字 で示した。 なお、 グ リ ッ ド 番号 が必要 と なる調査は主 に II 区 であった
ため、 東西 ラ イ ン に ついてはII 区 を 優 先 させ てA 、 B 、 C ・ ・ ・ と 付 している。 グ ッ リ ド の名 称 に ついては両 ラ

イ ン の交差点 を 基準とし、 各 グ リ ッ ド の北 東隅 の交点 を もって呼称してい る。

4 .  記録の方法
遺物の記録• 取 り上 げ に ついては時 計 の文字盤 より大きなものに ついては平板測量 ・ レ ベル測量 に よりと りあ

げ ているが、 それより小 さいものに ついてはグ リ ッ ド ご と に一括して取 り上 げ ている。

遺構図及び 遺物微細図に ついては、 平板測量 及び や り方 測量 を 適宜選択して作図した。

記録写真 に ついては小型 一 眼 レ フ カ メ ラ に よる35mmモ ノ クロ ネ ガ ・ カ ラ ー ポ ジ を 主 体に撮 影し、 補 足 的にデ

ジタル カ メ ラ も使用した。

5 .  整理作業 ・ 報告 書作成の方法
整理作業 に ついては平成18年度内に 基礎的整理 として、 出土遺物の洗浄作業 ・ 遺物ナ ン バ ー の注品 ・ 接合作

業 、 遺構図 面の整理な どを 行 った 。 翌 1 9年度には遺 物種別 の分類 ・ 遺 物実測 ・ ト レ ー ス 図作成、 遺構図 の製 図 、
版組み などを行ない、 同 時 に原稿 を 執筆した。

第 2 節 基本層序
調査地点 の地表面は標 高 2 6 5 . 6 m から 26 5 . 7 m を 測 る 。 調査区西側 の平和 通 り に 面し た歩道 面に比べて 70 �

80cm ほど高 くな っている。
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第 2 図 遺跡の位樅 と そ の 周 辺
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表土

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

1 0  

1 1  

1 2  

コ ン ク リ ー ト

砕石

1 

2 

3 

4 

5 

試掘調査 1 ト レ ンチ土層

試掘調査 l ト レ ンチ
l 赤褐色± （ レ ン ガ ・ ナ＿管 を 伴 う ）

2 暗褐色粘土 （江戸時代の遺物 を包含する）
3 茶褐色砂
4 白灰色砂
5 明茶褐色粘士 （ う ん管 · 5 mm大の炭化物 を 含 む）

コ ン ク リ ー ト

砕石

1 

2 

3 

4 

試掘調査 2 ト レ ンチ土層

試 掘 調 査 2 ト レ ン チ
l 明褐色± ( J:屑 で は土管 ・ 砕石 を 伴 う ）
2 暗褐色 :l: ( 5 - l O cm大の礫を含む）
3 明 茶褐色J:

4 明茶褐色J: ( う ん管を含む）

II 区 基本土層 ゜ lm 

11 区基本土屑 （柱状図）
l 黄褐色 シ ル ト （橙褐色 シ ル ト プロ ッ ク を 少鼠、 5 - I 0 cm 大の榛を 少鼠含む）
2 茶褐色± （やや シ ル ト 気味、 焼± • 炭化物粒 を 少量含む） ← Il ffii  
3 黒褐色士 （やや砂質気味、 焼土 ・ 炭化物粒 を 少量含む） ← ill ffii  
4 黒褐色土 （やや砂質気味）

5 橙褐色粗砂
6 灰褐色土 （ シ ル ト を 含む）
7 黒褐色粘質土 ( 5 mm程度の細榛 • 橙褐色粒 ・ 焼土粒 · 炭化物粒 を ご く わずか に 含む）
8 橙褐色粗砂糾 じ り 粘質土
9 橙褐色粘質± （粗砂 を少鼠含む）
1 0 暗褐色粘質土 （橙褐色±粒 を 多 く 含む）
I I 暗褐色粘質土 （橙褐色土粒を13屑 よ り も 多 く 含む）
1 2 黒色粘土 （ し ま り 非常 に よ い ）

第 4 図 基本層序
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調査地点 に おける基本 的な土層堆積 は第4図に 示した通りである。 I 区 とII 区 では土層堆積 状況 が大きく異 な
るためそれぞ れに ついて 記 載 する。 I 区 に おいて は黒褐色粘 土層・ 黄褐色粘士層がみ ら れるが、 これら は相 川 扇
状地 に おいて 一般 的に確認される地山層であり、甲府駅北 口 あたりでは地 表下約20 � 40cmで確認されて いる。

II 区 では調査区北 側• 西 側 それぞ れの壁 面と調査区北端 の一 部を 深掘りした土層で基本層序 を確認して いる。3

層はや や シ ル ト 気 味 であるが焼 土・ 炭化 物粒 を 含み 、 この層から は中世 以降 の遣物 が出土して いる。 4 層はや や

砂質気味 であるが焼 土・ 炭化 物粒 を 含み 、 この層からは古墳 時代を 主 体とする、 平安 時代までの土器 が出土 して

いる。 遺構面に ついて は 3 層上 面に おいて 江戸時代と考えら れ る溝 を確認して おり、 4 層中ほどのや や 砂質 が強

くなる面 ( 5 層上 面） から 竪穴 状遺構などが確認されて いる。 ただ し黒色 の掘り込み 面に黒 色 の覆土 で掘り込ま
れて いるためその判別 は士質 に依 るところ が大きかった。 その下の橙褐色粗砂層まで掘り下 げ れば 、 掘り込み の
有無 は一 目 瞭然 であり、 この面でいくつかのピ ッ ト を 検 出して いる。 この下の11 層は焼土粒 ・ 炭化 物粒 を ご く

わ ず かに含 んでおり生活 面が遺存 して いる可能性 もあるが、 士器 などの遺物は見ら れなかった。 16 層は泥炭化

した真 っ黒 い粘 土でそれが厄 ＜ 堆積 して いる様 子 が観察 されたが、 地表 面から の掘削 深度が3 mを 超 えて 危 険

なため、 これ以上 は確認できなかった。

第 3 節 遺構 と 遺物
1 .  調査成果の概要

I 区 に ついて は甲府 城「 二の堀 」 の可能性 もある、 もとの地山面が削 ら れた上層が確認されて いる。

II 区 に ついて は地 表下80cmほどのところ に古墳 時代初頭 ～平安 時代までの遺物を 含 む包含層が良好 に 遺存 して

いた。 江戸時代中頃 に は柳沢吉里 の家 臣 で家老 「 滝 口平太左右衛門」 の屋敷地 に 、 また幕末 に は「 御 薬 園」 に あ

たるが、 江戸時代と考えられる面から は溝 が検 出されるのみ に とどまった。
〈 遺構〉 検 出された遺構は江戸 時代と考えら れる面 ( 2 面） から 溝 4条、 古墳時代初頭 から平安 時代の遺物 が多

くみ ら れる包含層を 掘り下げ たところ (3 面） から 竪穴 状遺構4 基 、 ピ ッ ト3 基 が見つかって いる。

〈 遺物〉 発見された遺物 は古墳 時代～ 明 治 時代に帰属 するが、 その多 くは古墳 時代の土 器 である。 I 区 の上層か

ら 見つかった陶磁器 の中に は「 加藤宗四郎 春岱」 銘 の陶器 ・ 鉢や 「 小 倉 （こごえ） 製」 の印 がある行平

鍋 なども含まれて いた。

2 .  I 区の 遺構

甲府 城「 二 の堀 」 の東肩 に かかることも想 定されたため、 これを 念頭 に 置き調査を 進 めた。 まず ミ ニ ュン ボ に

より表土 の掘削 を行ったが、 50 cmほど下 げ た状態 で茶褐色 シ ル ト が一 面に 広がって いた。 この面から は遺物の

出土がみ ら れたが、 そのうち ー カ 所は炭化 物片 や 漆喰片 を ともなう土の中に陶磁器類 が廃棄 された状態 で検 出さ

れた（第6図）。 接 合 の結果54 の個 体が確認されて いるが、 中に 「 小倉 （こごえ） 焼き」 が含まれて おり、 こ

れら は明 治 時代に 一括して 廃 棄 されたものと考えられる。 またこれと同 じ 層から 志野焼 の鉢が単独 で見つかっ
て いるがこれも特 に 遺構に 伴うものではなかった。 これら の遺物を 取 り上 げ た後 、 全 体の堆積 状況 を 把握 する目

的で調査区北側 に 1 . 5 m幅 で東西 方 向 に ト レンチ を 人 れた。 その結果、 シ ル ト や 粗砂 の互層が続 いて いたが、 一

部有機 物を 含む黒褐色 の士層がみ ら れたため「 二の堀 」内の堆積 土層である可能性 もあることから 、 調査区 を 東
西方向 に 分断 した形 で土層断 面を確認することとした。 これは旧 東急駐車 場 部分の調査に より、 堀 底は 地 表下 4
m という深さであることが考えら れ、 調査区 も 1 3 m X 9 m と狭 い範囲であり、 全 体を 4 m の深さにまで掘り下
げ ることは不可能 であったことと、 調査区 周囲がコ ンクリー ト 基礎に囲まれて いて 調査区壁 面での士層観察 が不
可能 であることから 、 調査区内 の上層によりこれを確認する方法を とった。

その結果、 調査区 東側 隅 に粘 士 の地山層が見られ、 これが西 側 に 向 かって 徐 々 に切 り取 ら れて 、 そのあとに
はシル ト 層や 砂層、 一 部士壌化 した層などが水平方 向 に堆積 して いる状態 が観察 された（第7 図・ ロ 絵 2)。 な
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お、 ほ ぽ等 間 隔 に見 ら れる4 本の木材は裁判所庁舎建設の際、 地 盤 を安定 さ せるた め に穿た れ た 唐松の杭 で あ る。
昭和 27 年 に裁判所の 旧 庁 舎 を 建てる際 に直径 2 1cm、 長 さ 8 .5 m以 上 ある生の唐松杭 を 約 l m間 隔 で 千二百本ほ

ど打 ち 込 ん だと い う 記録 が残 っ て いる。 ま た こ の唐松杭 を 打 ち 込 む 際 には大 き な 金属の玉 を 重機 で 上 か ら 落と し
て 埋 め 込 ん で い っ たと い う 工事 を 記憶 し て いるとい う 近所の方 々 の話 も 聞 い て いる。

上述 し た遺物 以外 に こ れ よ り 下層 か ら の遺物 の出土は確認 さ れ な か っ た。

3 .  I 区 の遺物

地 表下 50cmほ どの茶褐色シ ルト上面 で検出 さ れた遺物 で あ る。 1 � 53 は炭化 物 片や漆喰片とと も に出士 し た
陶磁器片 で あ るが、 こ れ ら は 一括廃棄 さ れ た も のと考 え ら れる。 54 は調査区壁際 よ り 単独 で出土 し た。 こ れ よ
り 下層 か ら は遺物 は全く 確認 さ れ な か っ た。

4 .  II 区 の 遺 構

地 表下 40 cmで 1面 、 同 60cmで 2面 、 同 80cmで 3面 が確認 さ れ て い る。 1面 につ い て は安 定 し た上層 が確認

さ れ た た め 一度 こ の高 さ で精 査 を 行 っ た が、出土遺物 も 少な く そのほとん ど が 近代の も ので あ っ た。
2面 につ い て は茶褐色土の上面 で精 査 を 行 っ た。 こ こ か ら は溝 4 条が確認 さ れ て いる （第 13図） 。
2面 の茶褐色土 を 取 り 去 っ たと こ ろ で古墳 時代後期の土器 を 主 体と し て 弥 生 時代末～古墳時代初頭、 平 安 時代

の土器 を 含 む 黒 褐 色土が堆積 し て い た。 こ の包含層 の厚 さ は II区 中 央 で 20 cmほ ど で あ っ た が、 こ の II 区西側部
分の コ ンク リ ート基礎下につ い て 立 ち会い調査 を 行 っ たと こ ろ （第 3図） 、 東トレンチで は II 区と同 様の遺物 を

含む黒褐色土の堆積が見 ら れ た も のの、 西トレンチで は茶褐色シ ルトの堆積 がlmに及ん でお り 、 遺物 を 含 む 黒
褐色土は確認 さ れ な か っ た。 こ れ を 東トレンチでの士層 観察と合わ せ て 考 え ると、 東トレンチか ら 西側、 北側 に
向か う につれて こ の包含層 は 薄 く なる こと も 想定 さ れる。

3面 につ い て は黒褐色土の 中 程か ら 遺構 が検出 さ れて いるが、 黒褐色土の掘 り 込み面 に対 し て黒褐色土の覆土

で あ る た め 判 別 し がた く 、 黒褐色土の面 で何 日 か 経過 し たと こ ろ で周囲との質的な違 い が見 ら れ た た めその部分

を掘 り 下 げて、 その結果竪穴状遺構とい う 形 にな っ て いる。 3面 か ら は竪穴状遺構 4 基、ピット 4 基が確認 さ れ
て いる （第 15図）。

5 .  II 区 の 遺物
1面 ・2面 か ら は、 明 治 時代• 江戸 時代の陶磁器類 を 中 心 に、 下層 の古墳• 平 安 時代の士器 も ご く わずか に混

ざ っ た状態 で 発 見 さ れ た( 1面 ： 第 12図） ( 2面 ： 第 13図） 。 第 13図は 2面 における溝以外 か ら の出土遺物 の

分布図で あ るが、 こ の面 での遺物 の出土状況 は ほ ぽ調 査区北半 に限 ら れて い る。 3面 で は、 陶磁器類の混在がわ

ずか に認め ら れる も のの、 弥 生 時代末 ～ 古墳時代• 平 安時代の土器が主 体 を 占 め てお り 、 こ の時 期の土器がパ ッ
ク さ れて いる状態で あ っ た。 破片資料が多 い も のの、 ほ ぽ完形 に復元で き る も の も 含 ま れてお り 、 単なる遺物 包

含層とは言 え な い状況 で あ る。 3面 で は、 遺物 は黒褐色土か ら全体 的 に出士 し て いるが、 竪穴状遺構 の部分 で は
特 に出土量が多 く ま た 、出土する破片が大 き いとい う 傾 向が見 ら れ た。

2面 の遺 構

溝 （遺構 ： 第 1 3 図 、 遺物 ： 第 1 4 図 ）
東西方向の溝が3条、 南 北 方 向の溝 が1 条確認 さ れた。 いずれ も 長 さ は短 く 、 溝 1と溝 2 か ら は江戸時代の陶

磁器類が出士 し て いる。
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3 面の遺構
竪穴状遺構 1 (遺構 ： 第 1 9 図 、 遺物 ： 第 22 � 26 図 ）

東 西 4.0 m 、南 北 4 .7 m で 南 北方 向 に長 い 楕 円 形 で ある。 調 査区の 中 央で検出 さ れ た 。 ピ ット状の落 ち 込みが

5 基認め ら れ た。 遺物と し て は 、特 に須恵器の破片の出土が集中 し て い た 。 ま た 、本竪穴状遺構か ら は 、 口 縁部

に刻 み 目 のある台付甕 (12 8) が出士 し て いる。 こ れ は 口 縁か ら 肩部 にかけての一 部 分 を 欠 く のみで 、ほ ぽ全体

が う か が える資料で ある。 肩部 には ス ス が付着 し 、煮炊 き に使わ れ て い た ことがわ かる。

竪穴状遺構 2 (遺構 ： 第 20 図 、 遺物 ： 第 27 � 28 図 ）
東 西 4.0 m ( 残存する範 囲 ） 、南 北 4 .2 m で 束 側の一 部 が や や 突出 し た 形 態 で あ る。 調査区の西壁に接 し て 検

出 さ れ 、西側半 分 は調査区外 に延 びて お り すで に破壊 さ れて いる も のと思わ れる。 ピ ット状の落 ち 込みが 6 基認

め ら れ た。 本竪穴状遺構 には遺物 が集中 し て 見 ら れ た。 中 には ほ ぽ完形 に復 元 で き る胴 部 が球形の甕 (17 7) も

見 ら れ た。

竪穴 状遺構 3 . 竪 穴状遺構 4 (遺構 ： 第 2 1 図 、 遺物 ： 第 29 � 30 図 ）
竪穴状遺構3は 東 西 3 . 5 m 、南 北 2 . 2 mの 、竪穴状遺構 4 は 東 西 3 . 0 m 、南 北 2 . 5 mの 、と も にや や 楕 円 形と

推定 さ れる形態 を も つ 。 調査区 東壁に沿 っ て 2 つ 接 し た形で検川 さ れ た。 便宜的 に 2 つ の遺構 名 を 付けた が 、出

土遺物 に特 に時 期 差 は な く 、検出状況 か ら も1 つの落 ち 込みと考 え て も 差 し 支 え な い状況 で ある。 竪穴状遺構3

には焼土が集中 し てみら れ た。

ピ ッ ト （遺構 ： 第 1 6 図 、 遺物 ： 第 36 図 ）
調 査 区北側で ピ ットが 4 基ほ ど集中 し て 見 ら れ た。 こ の う ち ピ ット 4 の底面 に は 、火 を 受けた痕跡のある 、角

閃 石 を 多 く 含 ん だ石がひとつ 置 か れ て い た （第 36図ー 384) 。 ま た 底 面 には 小 ピ ット も ひとつ見 ら れ た 。

第 4 節 立会 い 調杏
調杏終 了 後 、 II区の調査 結果か ら 、遺物 を 含 む包含層 が II 区の西 側 へ 延 びる ことが想定 さ れ た た め 、 こ の部分

の基礎撤去完 了 後 に立会い調査 を 行 な っ た。 ま たI区 につ い て も 「二の堀」 跡か ど う かの確 認 を するた め 、I区

南側 に接する基礎撤去の 日 程 に合 わ せ て こ の部分の立会い調査 を 実 施 し た 。
その後 、 旧 庁 舎の基礎 が全て 撤 去 さ れ 新 し い基礎 を 組 む 段 階 にな っ て 、井 戸 が 1 基発 見 さ れ た た め 、 こ の井

戸 につ い て も 立会い調査 を 実施 し た。

1 .  II区 西側部分の立会い調査
平成 19 年 1 月 2 2 日 "' 24 日 にかけて実施 し た。 こ の部分 には裁判所の証拠品庫の コ ンク リ ート基礎が張 ら れ

て い た が 、発掘調査 の結果 、調査区 西壁の士層 状況 か ら こ の基礎の下 に も 包含層 が遺存 し て いる ことが想定 さ れ

た た め 、 コ ンク リ ート基礎撤去後 に立会い 調 査 を 実 施 し た。 基礎 を 撤去 し たと こ ろ 、 こ の周辺 に汚水 槽が設 置 さ

れて い た ことが判 明 し 、包含層 の全体 的 な 残 り は よ く な いと判 断 さ れ た た め 、比較的土地 が荒 ら さ れ て い な い箇

所 を 選 ん で 2 箇所のトレンチ を 設定 し 、手掘 り で 潤 杏 を 実施 し た （第 3 7図・写 真 図 版 11) 。
「西トレンチ 」 につ い て は l m ほ ど掘 り 下 げて も 明茶褐色シ ルト層 が続 く のみで 、 II区 で 見 ら れ た よ う な 遺 物

包含層 は全く 確 認 さ れ な か っ た。 「東トレンチ 」で は 20 "' 30⑩ ほ ど掘 り 下 げたと こ ろ で 、 II区 で 見 ら れ た 、古
墳時代～ 平安時代の遺物 を 含 む黒褐色土が確認 さ れ 、炭化 物 や焼士粒とと も に古墳 時代後期の坪や甕の破片な ど
が出上 し た。 こ れ ら の土器 は摩滅 し て お ら ず 、 ま た こ れ ら を 包含する土 につ い て も 、 II区の も の に比 べ て炭化 物

や焼土粒が多 く 含 ま れて い た ことが特筆 さ れる。
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こ のよ う に 「東トレンチ 」か ら は 良好な状態で遺物 が出土する に も か か わ ら ず、 ほ んの 1 m 5 0cm ほ ど離 れ た 「西
トレンチ 」で は、 包含層 す ら 確認 で き な か っ た 訳 で あるが、 「東トレンチ 」の壁の土層 を 見 てみると、 北 側 に向

か う に つ れ て 、 黒褐色の包含層 が薄 く な っ て い く 様子が確認 さ れ た。 ま た 、 裁判所敷地 内の試掘調査 の際 に は こ

の包含層 は確認 さ れ て い な い 。 こ れ ら を 考 え 合わせると I1区 よ り 北方向と西方向 に向 か う につれて、 黒 褐 色の包
含層 は 薄 く な っ て い く こと も 考 え ら れる。

2 . I 区 南側部分 の 立 会 い 調 杏
平成19 年2 月27 日 に実施 し た。 I 区 で は 「二の堀」 跡の可能性 も あ る土層 が見つ か っ て いるが、 よ り 西側 （平

和 通 り 側）の土層 を 確 認する H 的 で、 調査区南西側 に接する基礎撤去後 に こ の部分の土層 につ い ての立会い調査

を 実施 し た。

その結果、 I 区 で見 ら れた よ う な 明確 な 水平堆積は見 ら れ な か っ た。 ま た 上面 の茶褐色シ ルト層 はI区と同 質
で あ る も ののそれ よ り 下の層 につ い て は、 I区 に対応するよ う な土層 は確認 さ れ な か っ た。

3. 井 戸 の 立 会 い 調 杏

平成19 年6 月8 日 に実施 し た。 井戸の木枠 は底の 1 段のみが残 っ て いる状態 で 発 見 さ れ た。 円 形の木枠で 直

径 50cm ほ ど で あ る。 底 は 水 が溜 ま っ て い るた め確認で き な か っ た が、 砂礫層 で あ る ことが想定 さ れる。 井戸底

の標高 はおよそ262 .8 m で あ る。 遺物 は確認で き な か っ た た め 、 時 期 は 不 明 で あ るが、 井戸枠の直径 が 小 さ い こ
とか ら 、 明 治 時代以降の井 戸 で ある可能性 も ある。
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3 茶褐色 シ ル ト （灰褐色 ロ ー ム プロ ッ ク ・ 鉄分 3 cm 大 を含む）
4 2 と 同 じ だがよ り 粘土で し ま り 良 い
5 暗灰粘質土 （やや粗砂 ま じ り ）
6 5 と 阿 じ だがよ り 砂が多い
7 暗灰色土 （鉄分を含む、 焼土のよ う な も の、 炭化物粒 を ご く わずかに含む）
8 灰褐色粘質土 （粘性強い）
9 橙褐色粗砂 （鉄分 を 多 く 含む）
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II 区 西収セ ク シ ョ ン 図

表土

A' 

11 区基本土1M
I 暗茶褐色土 ( 3 cm大程度の小礫を 少鼠含む）
2 黄褐 色 シ ル ト （橙褐 色 シ ル ト ブロ ッ ク を 少 H、 5 - ! 0crn 大の礫 を 少 駄含む）
3 茶褐色土 （やや シ ル ト 気味、 焼上 • 炭化物粒を 少量含む） ← 2 頂l
4 黒褐色l: (やや砂質気味、 焼土 ・ 炭化物粒を 少 騒含む） ← 3 i/Ii 
5 橙褐色士 （粗砂質 を 多 く 含む）
6 褐 色 シ ル ト （橙褐色土粒をわずかに含む）
7 青灰 褐 色 シ ル ト （木質部 ・ 鉄分を含む）
8 暗茶褐色土 （黄褐色土 プ ロ ッ ク を含む）
9 暗褐色土 （やや シ ル ト 糾 じ り ）
1 0 灰褐色シ ル ト （ ロ ー ム プ ロ ッ ク を 多 く 含む）
I I 黒褐色粘質土 ( 5 mm 程度の砂・橙褐色粒・焼土粒• 炭化物粒を ご く わずか に 含む）
1 2 橙褐色粘質 t (粗砂を 多 く 含む）
1 3 橙褐色粘質土 （粗砂 を 少量含む）
1 4 暗褐色粘質士 （橙褐色土粒 を 多 く 含む）
1 5 暗褐色粘質土 （橙褐色土粒を 非常 に 多 く 含む）
1 6 黒褐色土 （ し ま り 良 い ）
a 黒褐色土 （微細な炭化物粒 ・ 焼上粒を含む）
b 暗茶褐色土 (- ! cm大の炭化物、 - 3 cm大 の ロ ー ム プ ロ ッ ク を含む）

※ 図 中 の ス ク リ ー ン ト ー ン は石 ま た は コ ン ク リ ー ト

11 区 北壁セ ク シ ョ ン 図 c
' 

表土

26
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265. 1 00m B' 

C 
265. l OOm_ 
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� て
-

三
□ ー -て�

D 
265. lOOm 

ll 区 南収セ ク シ ョ ン （文l

1 0 

D' 

II 区 南 ト レ ンチ
l 茶褐 色 シ ル ト （赤褐色酸化粒 を 多 く 含む）
2 暗灰褐色 シ ル ト (-0. 5mm 大の炭化物 ・ 赤褐色酸化粒 を 少 鼠含む）
3 暗褐色 シ ル ト （赤褐色酸化粒 を やや多 く 含む）
4 暗褐 色 シ ル ト （赤褐色酸化粒 を やや 多 く 、 1 cm大の細礫を 少以含む）
5 黒褐色砂礫混 じ り t (赤 褐色酸化粒 を 少量含む）
6 青灰褐色やや砂礫混 じ り J: (柑褐色消l粒を 含む）
7 青灰色砂
8 青灰色砂 （橙褐色粗砂 を含む）
9 黒褐色粘質土 （上料で鉄分 を 多 く 含む）
1 0 青灰色粘質±
1 1 青灰色粘質士 （ し ま り 良）
1 2 暗青灰色粘質土 （ し ま り 非常 に 良）
※ 図 中 の ス ク リ ー ン ト ー ン は 旧庁舎建設時に穿たれた木杭

2 m 

第 I 8 図 II 区 調査区壁 土層 図
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図版No. 報告No lli L位沢 遺物注記Nu 実測No 種別 器種等

8 1 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 399 磁器 碗
8 2 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 40 1 磁器 碗
8 3 [ 区遺物集中地点 06KJ チ I 400 磁器 碗
8 4 [ 区遺物集中地点 06KJ チ I 390 磁器 碗
8 5 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 397 磁器 碗
8 6 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 393 磁器 中碗
8 7 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 3 9 1  磁 器 碗
8 8 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 389 磁器 碗
8 9 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 392 磁器 碗
8 10 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 386 磁器 碗
8 1 1  I 区遺物集中地点 06KJ チ I 387  磁器 碗
8 1 2  I 区遺物集中地点 06KJ チ I 368 磁器 碗
8 1 3  I 区遺物集中地点 06KJ チ I 369 磁器 碗
8 14 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 388 磁器 碗
8 1 5  I 区遺物集中地点 06KJ チ I 403 磁器 碗
8 16 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 396 磁器 碗
8 1 7  I 区遺物集中地点 06KJ チ I 398 磁器 碗
8 1 8  I 区遺物集中地点 06KJ チ I 395 磁器 碗
8 1 9  [ 区遺物集中地点 06KJ チ I 394 磁器 中碗

8 20 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 4 1 0  磁 器 碗

8 21 I 区遺物 集 中 地点 06KJ チ I 4 1 1  磁器 碗
8 22 l 区遺物集中地点 06KJ チ I 4 1 2  磁器 碗

50 
8 23 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 4 1 3  磁器 碗

， 24 l 区遺物集中地点 06KJ チ I 408 磁器 小坪， 25 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 370  磁器 皿， 26 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 404 磁器 蓋， 27 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 405 磁器 合十蓋， 28 I 区遺物 集 中 地点 06KJ チ I 407 磁器 水滴， 29 I 区遺物集 中 地点 06KJ チ I 406 磁器 水滴， 30 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 402 磁器 猪 口， 31 I 区遺物択中地点 06KJ チ I 409 磁器， 32 I 区遺物集中 地点 06KJ チ I 384 陶器 土瓶， 33 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 375  陶器， 34 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 382 陶器 甕， 35 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 383 陶器 す り 鉢， 36 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 3 6 1  陶器 香炉， 37 I 区遺物集 中 地点 06KJ チ I 362 陶器 香炉， 38 I 区遺物集 中 地点 06KJ チ I 3 8 1  陶器 瓶， 39 I IX: 遺物集中地点 06KJ チ I 379 陶器 甕， 40 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 378 陶器 鉢， 41 I 区遺物集中地点 06KJ チ l 3 7 1  陶 器 碗， 42 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 385 陶器 碗， 43 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 376 陶器 碗， 44 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 374 陶器 片 口， 45 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 377  陶器 皿

1 0  4 6  I 区遺物集中地点 06KJ チ I 366 陶器 土瓶
1 0  4 7  I 区遺物集 中 地点 06KJ チ I 380 陶器 瓶
1 0  4 8  I 区遺物集中地点 06KJ チ I 365 陶器 土 瓶
1 0  49 I 区遺物集中地点 06KJ チ I 363 陶器 行平
10  50 I 区遺物集 中 地点 06KJ チ I 364 陶器 行平

表 2 陶磁器類遺物観察表
法量 (em) [現存値］ （推定値）

ロ 径 器 高 底 径

( 9  0 )  

( J O  0 )  

( 1 0.4) 

(9.8) 

( 1 0 .0)  

0 0.0)  50 (3 4) 

(9.4) 

( 1 0 .0)  

( I O  0 )  

96 5 0 3.8 

1 0.0  5 . 1  3 .8 

(9 8 )  5 1 (4.0) 

(4 2 )  

3 .7 

36 

(3 .8)  

3 .4 

( 1 0  1 )  

58 2 .8  22 

( 1 0  6 )  2 . 1  6 2  

( 5  0 )  

(8.0) 

1 1  8 80 86 

1 2  0 8 4  84 

1 0  2 

1 2  0 

( 1 0  0 )  

(6 8)  

6 ,0 

5 8 

1 1 .0  5 , 1  (5 .4)  

(7  0 )  

78  82 70 

(9 0 )  

1 3  2 1 1  0 76 

I 9.0 1 0  0 40 

1 8.8  

絵付 ・ 釉 薬
自 然呉須 ・ 透 明 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉 須 ・ 透明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉
コ パル ト ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透明 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 · 透 明 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉
コ パル ト ・ 透 明 釉

コ パル ト ・ 透 明 釉

コ パル ト ・ 透 明 釉
コ パル ト ・ 透 明 釉

コ バル ト ・ 透 明 釉

上絵付け ・ 透 明 釉
白 然呉須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透明釉
コ バル ト ・ 透 明 釉
コ パル ト ？ ・ 透 明 釉
透 明 釉
自 然呉 須 ・ 透明 釉
コ バル ト
緑釉
黒 釉

給 釉
飴釉
茶緑釉
薄緑釉
鉄釉
茶釉
天 目 釉
灰 釉
茶釉
白 釉
灰 釉 · 白 泥
絵 付 け ＋ 透 明 釉
内 ： 茶釉
絵 付 け ＋ 透 明 釉
緑釉
緑釉

装飾技法
装飾技法 文様

手 描 き 草 ？
手 描 き 草 ？
手 描 き 草 花 文
手 描 き 草 花 文
手 描 き 草
手 描 き 草 花 文
手 描 き 草 花 文
手 描 き 草 花 文
手 描 き 梅花文
手 描 き 菊 花 文
手 描 き 菊化文
手描 き 草花文
手描き 草花文
手描き 草花文
手描 き 内 ’ 花 'I
手描 き 草花文
手描き
手 描 き 草花文
手 描 き 椿文

型紙刷 り
外 ： 鞠 • 福袋、

内 ； 環路
型紙刷 り 外 ： 桜
型紙刷 り

外 . _
型紙刷 り

内 ’ 環状松竹梅文
手 描 き 内 ： 人物 （女性）
手 描 き 鳥 ・ 草
手 描 き
手 描 き 風景 ？
塑押 し
型押 し 笠 を 被 っ た 人物
手 描 き 氷裂文
型紙刷 り

タ タ キ 目

白 泥 に よ る 刷 毛 目 —
手 描 き 風 景

手 描 き 風景

飛び鉤

胎土 刻 印 • 銘 備考

白 色、 やや粗
白 色、 やや密
白 色、 やや密
灰 白 、 やや粗
白 色 、 やや粗
白 色 、 やや粗
灰 白 色、 やや粗
白 色 、 やや粗
灰 白 、 やや粗
白 色
白 色
白 色、 やや粗
白 色、 密
白 色
白 色 、 やや粗
灰 白 、 やや粗
白 色
灰 白 色、 やや粗
白 色、 やや粗 底 面 に 「富J

白 色、 やや粗

白 色、 やや粗
白 色

白 色

白 色、 密 底 面 に
白 色、 やや粗 底 面 に 「寿J
白 色 、 やや密
白 色 、 やや粗
白 色
白 色
白 色、 やや粗
白 色 、 やや粗
褐色
褐色
褐色
淡褐色 ス リ 目 あ り
灰茶褐色
灰茶褐色
濃茶色
暗灰褐色
橙色
明褐色
灰黄色
橙色
白 褐 色
橙褐色
灰 白 色
明褐色
白褐色
赤茶褐色 把 手 に 「小倉製J 小倉 （ こ ごえ ） 焼
赤茶褐色



図版h 報告\Q 出土位置 遺物注ii�ヽu 'Mffl1J\n 種別

1 0  5 1  I 区遺物集中地点 06KJ チ I 373  土製
1 0  52 I 区遣物集中地点 06KJ チ I 372 土器
1 0  訊 I 区遺物集中地点 06KJ チ I :J60 陶器
I I  5 4  I 区 一括 06KJ チ I 367 陶器
1 4  55  ll 区 2 頂i i 号溝 p-8 06KJ チ Il -2 I ミ ゾ p-8 1 86 磁器
1 4  5 6  Il 区 2 面 1 号溝 p-9 06KJ チ II -2 I ミ ゾ p-9 1 84 陶器
1 4  s 1  n 区 2 1fii I 号溝 1>-6 06KJ チ U -2 I ミ '/ p-6 1 8 5  陶器

14  58 U 区 2 l� i  1 け溝 p-2 06KJ チ Il -2 I ミ ゾ p-2 1 87 磁器

1 4  5 9  II 区 2 面 1 号溝 06KJ チ II -2 2 ミ ゾ 1 88 磁器
24 1 3 2  II K 3 1/1i 1 竪 06KJ チ U -3 1 タ テ 83 磁器
24 I :l3  Il lべ 3 1f1i I 竪 06KJ チ ll -3 1 タ テ 1 9 1  陶器
28 1 8 3  ll 区 3 lfti 2 号竪穴状遺構 06KJ チ n -3 2 タ ァ 1 79 磁器
34 309 Il 区 3 面 B-2 06KJ チ II -3 B-2 3 1 0  磁器
34 3 1 0  11 区 06KJ チ II 3 1 4  磁器
34 3 1 1  n 仄 2 面 A-3 06KJ チ Il -2 A-3 3 1 1  磁器
34 3 1 2  Il 区 06KJ チ II 324 磁器
34 3 1 3  U 区 06KJ チ Il 308 磁器
34 :l 1 4  JI 区 2 頂j A-3 06KJ チ II -2 A-3 3 1 2  磁 器
34 3 1 5  ll 区 2 面 06KJ チ D -2 307  磁器
34 3 1 6  ll [;( I ihi 06KJ チ Il - 1 309 磁器
34 3 1 7  ll 仄 06KJ チ II 4 1 7  磁器
34 3 1 8  U 区 06KJ チ II 320 磁器
34 3 1 9  n 区 2 面 A-3 06KJ チ ll ・2 A-3 3 1 5  磁 器
34 320 ll 区 2 1A i  A-4 06KJ チ ll -2 A-4 3 1 6  磁 器

51 
34 3 2 1  ＂ 区 2 t/Ii 06KJ チ II -2 :125 磁器
34 322 l l 区 2 IAi 06KJ チ II -2 3 2 1  磁器
34 323 Il 区 06KJ チ II 3 1 9  磁器
34 324 n 区 06KJ チ D 306 磁器

34 325 n 区 06KJ チ Il 305 磁器

34 326 11 区 06KJ チ II 4 1 6  磁器

34 :!27  ll 区 3 1M p-94 06KJ チ n .3 p-94 4 1 4  磁 器

34 328 Il l>< 06KJ チ II 304 磁器

34 329 11 区 06KJ チ Il 322 磁器
34 330 11 区 06KJ チ Il 327 磁器
34 3 3 1  ll 区 06KJ チ Il 329 磁器

34 332 11 区 06KJ チ II 330 磁器

34 333 Il lべ 2 1n i  06KJ チ Il -2 3 1 7  磁器
34 334 I I 区 06KJ チ II 323 磁器

34 335 11 区 06KJ チ II 3 1 8  磁器

34 336 ll 区 06KJ チ II 328 磁器
34 337 n 区 3 !Iii 06KJ チ II -3 p l 95 332 磁器
34 338 D 区 06KJ チ II 3 3 1  磁 器
3 4  339 11 区 3 面 06KJ チ D -3 302 瓦質
34 340 Il 区 3 面 06KJ チ n -3 30 1 瓦質
34 3 4 1  U 区 1 1Ai 06KJ チ l l - 1  3 1 3  磁器
34 342 n 仄 2 頂i A-4 06KJ チ Il -2 A-4 289 磁器

器種等

碁石
trりIJ l!ll

!',! 鉢

鉢

碗

碗

碗

碗

碗

筒 形 碗

甕
碗

碗

碗

碗

瓶
碗

碗

碗

碗

筒 形 碗

筒 形 碗

碗

碗

瓶
碗

碗

仏飯器

碗

碗

筒 形 碗

碗

段 重
小坪
碗

碗

碗

瓶

鉢

碗

紅猪 1 1

紅猪 I I

軒平瓦
軒平瓦
香炉
？ 

法量 (cm) [現仔値］ （推定値）
口 径 器高 庇径

(9 .6 )  1 .9 (7 .0 )  

:!2 .0  1 5 . H  1 5 .0 

2 1 .4 7.4 1 0 .0 

( I Q  0) 

(4.2)  

(5 .0)  

(4 ,0)  

(7 .0)  

( 1 1 .0 )  

(6 .4)  

(9 .0 )  

( 1 0 .0 )  

(8 ,0 )  

(8 .4 )  

(9 .8 )  ( 9  0)  

(5 .2 )  

( 8  5)  4.2 (4 2 )  

( 1 1 .0 )  

( 1 4 .8 )  (4 .9)  (8  0)  

(5 .0 )  

(4 .0)  (0 .9)  ( 1 .6 )  

(7 .2 )  

(6 .4)  

絵付 · 釉薬

な し
緑 釉
絵付 け ＋ 紅志野
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
灰 釉
鉄釉． 透 明 釉

n 然呉須 ・ 透 明 釉

自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉

コ パ ル ト ・ 透 l)J 釉
自 然呉 須 ・ 透 ll)j 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透 •11 釉
自 然呉 須 · 透明 釉
自 然 呉須 ・ 透明 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉 須 · 透 明 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
n 然 呉 須 · 透 !l)J 釉
自 然 呉 須 ・ 透 11/ J 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然 呉 須 ・ 透明 釉

自 然 呉 須 ・ 透 n)J 釉

自 然呉 須 ・ 透 明 釉

自 然呉須 ・ 透 ljJ 釉

自 然呉 須 ・ 透 0/1 釉

自 然呉 須 ・ 透 IIJJ 釉
コ パ ル ト ・ 透 11/J 釉
透 明 釉

コ バル ト ・ 透 明 釉

自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉

自 然呉須 · 透 明 釉

コ バ ル ト ・ 透 明 釉
透 明 釉
透 明 釉

青 磁
青 磁

装飾技法
胎1: 刻 印 • 銘 備 考

装飾技法 文様
明褐色
明褐色 底 lfii 回転糸切痕
暗赤色 (A)lfii に I I 痕 7 カ I所

手 描 き 格 f 文 ほ か t'I 黄褐色 底 1/ti に 「春 岱」 銘 「加藤春岱」 作
手 描 き 草 花 文 ？ 白 色 、 やや密

灰 褐 色
掛 け 分 け 白 褐 色
F 描 き 、 コ ン ニ ャ

内 ： I i 弁 化 白 色、 やや粗
ク 印
手 描 き 草 花 文 白 色 、 やや粗
手描き 雨降柳 灰 n 色． 密
タ タ キ I I 灰 褐 色、 密
'r!kll舶l り 内 ： 堪烙文 い 、 やや粗
手描き 灰 白 色． 密
手 描 き 菊 花 文 白 色、 密
手 描 き 草 花 文 灰 白 色、 密
手描 き 草 花 文 灰 白 色 ． 密
手 描 き 草 花 文 白 色、 密
手描 き 花 斤 文 白 褐色、 や や 粗 焼継 ぎ痕 あ り
手 描 き 花 弁 文 灰 白 色、 密
手 描 き 花 If 文 白 色 、 やや粗
手描き 草化文 臼 色 ． 密
手描 き 草 化 文 白 色． 密
手 描 き 草 花 文 灰 白 色、 密
手描 き 花 弁 文 白 色． やや粗
手描き 草花文 II 色． やや粗
.f, 描 き 雲 龍 文 i 'J 色、 やや粗
手描き 渦巻文 '/ 白 褐 色 、 粗
手描 き 草 花 文 白 色 、 やや粗

外 ： 紅花文
白 色 、 密手 描 き

内 ： 四 方 鳩 文
外 ： 草 花 文

白 色 ． 密手描 き
内 ：

ー
爪圏線

外 ： 草花文
n 褐色、 やや粗手描き

内 ： 四 方 鳩 文
外 ： 草 花 文

白 色、 やや粗手描き
内 · 四方澤文

手描 き 外 ： 波 文 白 、 や や 粗 焼継 ぎ痕 あ り
界！押 し 外 ： 氷裂梅文 白 、 やや密
銅板刷 り 外 ： 松竹梅文 白 、 やや密

外 ： 松． 微饗唐草
型紙刷 り

内 ： 喝路文
白

手 描 き 外 ： は花 文 白 、 やや粗
手描き 白 ． や や 密

外 ： 盾草文、 n 紅 青
白 、 密手 描 き

内 ： 蛸唐草文
利紙Ill) り 勾 玉 文 白 色
序！押 し 白 色
序！押 し 白 色

灰 色
灰 色
灰 白 色． 密 摩滅
灰 色
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図版No 報告\Q

34 343 
35 344 
35 345 
35 346 
35 347 
35 348 
35 349 
35 350 
35 351  
35 352 
35 353 
35 354 
35 355 
35 356 
35 357 
35 358 
35 359 
35 360 
35 361  
35 362 
35  363  
35 364 
35 365 
35 366 
35 367 
35 368 
35 369 
35 370 
35 3 7 1  
35 372 
35 373 
35 374 
35 375 
35 376 
35 377 
35 378 
36 379 
36 380 
36 3 8 1  
3 6  382 
36 383 
36 384 
36 385 
36 387 
36 388 
36 389 
36 386 
38 403 
:rn 404 
38 405 
38 406 
38 407 
38 408 
40 4 1 0  

出士位置

II 区
[1 区 2 面 A-3
11 区 2 面 A-3
11 区 l 面
II 区北 ト レ ン チ西 ト レ ン チ
11 区 2 面 p-7
11 区 2 面 p-a,p-b
11 区 2 面 p-c
JI 区
11 区 2 面
II 区 2 面 A-3
lI 区 A-4
II 区 2 面
II 区
II 区 1 面
11 区 2 面
II 区
11 区 A-4
]] 区 3 面 p-234
II 区 2 面 A-2
11 区 2 面 A-2
II 区
11 区 2 面 A-2
II 区 2 面 A-3
11 区
II 区
II 区 3 面
II 区 3 面 p-3 1 0
11 区
11 区 3 面 p-224
11 区 3 面 B-3
11 区 1 面
II 区 2 面 A-3
11 区 2 面 A-3
]] 区
11 区 3 面
II 区 3 面 A-3
II 区
II 区 2 面
Il 区
JI 区 3 面 A-2
11 区 3 面、 pit-a
11 区 2 面 B�3
Il 区 2 面 A�3
Il 区 2 面
Il 区 2 面 A-4
Il 区 2 面
立会 西 ト レ
立 会 西 ト レ
立 会 東 ト レ 2
立会 西 ト レ
立会 西 ト レ
立会 東 ト レ 2
試掘 l ト レ ン チ

遺物注記�"

06KJ チ II
06KJ チ Il -2 A-3 
06KJ チ II -2 A-3 
06KJ チ 11 -1
06KJ チ II 北 ト レ 西 ト レ
06KJ チ II -2 p-7 
06KJ チ II -2 p-a ,p-b 
06KJ チ II -2 p-c 
06KJ チ rr
06KJ チ IT -2 
06KJ チ II -2 A-3 
06KJ チ II A�4 
06KJ チ IT -2 
06KJ チ II
06KJ チ Il - 1
06KJ チ II �2
06KJ チ rr
06KJ チ II A-4 
06KJ チ II -3 p-234 
06KJ チ lI -2 A-2 
06KJ チ II -2 A-2 
06KJ チ II
06KJ チ II -2 A-2 
06KJ チ II -2 A-3 
06KJ チ II
06KJ チ Il
06KJ チ II -3 
06KJ チ II -3 p-3 1 0  
06KJ チ II
06KJ チ lI -3 p-224 
06KJ チ II -3 B-3 
06KJ チ ll - 1
06KJ チ II -2 A-3 
06KJ チ II -2 A-2 
06KJ チ lI
06KJ チ Il -3 
06KJ チ II -3 A-3 
06KJ チ II
06KJ チ Il -2 
06KJ チ Il
06KJ チ Il -3 A-2 
06KJ チ II pit-a 
06KJ チ II -2 B-3 
06KJ チ [[ -2 A・3
06KJ チ ll -2 
06KJ チ IT -2 A-4 
06KJ チ rr -2 
06KJ チ立会 西 ト レ
06KJ チ立会西 ト レ
06KJ チ 立会東 ト レ 2
06KJ チ 立会西 ト レ
06KJ チ立 会 西 ト レ
06KJ チ 立会束 ト レ 2
02KJ チ試 l ト レ

実測池 種別 器種等

326 磁器 香炉
279  陶器 灯 明皿
295 陶器 小皿
285 陶器 徳利
303 陶器 碗
282 陶器 小皿
278 陶器 腰高碗
277 陶器 腰高碗
291 陶器 筒形碗
284 陶器 碗
298 陶器 碗
2 8 1  陶器 筒形碗
286 陶器 碗
276 陶器 土瓶
294 陶器 土瓶
297 陶器 壷
290 陶器 碗
280 陶器 香炉
283 陶器 壷 ？
300 陶器 瓶
299 陶器 ？ 
287  陶器 碗
288 陶器 碗
293 陶器 瓶 ？
296 陶器 碗 ？
275  陶器 羽釜
292 陶器 播鉢

2 7 土器 かわ ら け
249 上器 かわ ら け
1 9 9  土器 かわ ら け
l 90 陶器 大甕
2 1 6  土 器 火 鉢
255 土器 火鉢
256 土器 火鉢
2 1 7  土 器 火鉢
238 土器 七厘
258 土製品 ？ 
2 5 7  土製品 ？ 
264 土器 碗 ？
333 ガ フ ス 襲吊 ？
354 士製 士管
4 1 5 石
358 鉄
356 鉄
355 鉄
357 鉄
359 鉄
352 磁器 碗
353 磁器 端反碗
346 陶器 揺鉢
349 陶器 碗 （ 天 目 ）
348 陶器 碗
3 5 1  磁 器 碗

6 磁器 鉢

法量 (cm) [現存値］ （推定値）
口 径 器 高 底径

(9 0)  20 (5 0)  
( 1 1 .0 )  

(9 0) 
(I I 0)  
( 1 3.0)  
( 1 3.0) 
(7 O)  

(4 0)  
(9 .2)  

(9 0)  
(9 2 )  

(4 8 )  
( 1 2  0)  

(7  7 )  

30 
36 

(5 OJ 
(5 .2)  

(22.8) 

1 2.0 

(3.8) 

(4.0) 

絵付 ． 釉薬
青磁
錆釉
長石釉
透明釉
灰釉
灰釉
黄瀬戸 釉か
黄瀬戸 釉か
鉄釉 • 透明釉
n泥 • 透明釉
白 泥 • 透明釉
天 目 釉
天 目 釉
薄茶釉
灰釉
灰釉
透 明 釉
黄 釉
鉄釉
灰釉

透明釉
灰釉
灰釉
透 明 釉
透 明 釉

自 然呉須 ・ 透明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉

天 目 釉
鉄釉 ． 灰 釉
自 然呉 須 ・ 透 明 釉
自 然呉須 · 透 明 釉

装飾技法
胎土 刻 r11 ・ 銘 備考

装飾技法 文様
白 色
灰 色 底 面、 回転糸切痕
黄褐色

手 描 き 文字 '/ 灰 色
灰褐色
黄褐色 火 を 受 け た痕跡 ？

型押 し 波状文 ？ 草花文 ？ 黄褐色 火 を 受 けた痕跨 9
塑押 し 波状文 ？ 草花文 ？ 黄褐色 火 を 受けた痕跡 ？
飛び鉤 灰色

白 泥 に よ る 刷 毛 目 褐紫色
白 泥 に よ る 刷 毛 目 褐紫色

灰 白 色
黄褐色
褐色
淡黄灰色
灰色
黄褐色
黄褐色 火 を 受 け た痕跡 ？
灰色
黄褐色
橙褐色 把手部分か
白 褐 色
黄 褐 色
白 褐色
黄褐色 底面 に 「清水」 銘

手 描 き ？ 黄褐色
橙褐色 揺 り 目 8 本単位
橙褐色 胎土 白 色粒子 ・ 金冥母含む
橙褐色 底面 、 回転糸切痕
橙褐色 底面 、 回転糸切痕
灰色
橙褐色
橙褐色
橙褐色 胎 土 ： 金雲母多量
橙褐色 胎 士 ： 赤色粒子 ご く 少量
橙褐色 胎 土 · 白 色粒子 ・ 金雲母少量
茶褐色
褐色
赤褐色 焼成後、 内 面 か ら 打 ち 欠 い て い る
透明無色
明橙褐色

火 を 受 け て い る

手描 き 圏線 灰 白 、 やや粗
手描き 灰 白 色

橙色 ス リ 目 あ り
灰 白 色
黄褐色

手描き 草 n 、 やや粗
手描き 草花文 (I 色、 密 焼継ぎ痕あ り
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図版池 報告池

40 4 1 1 

40 4 1 2  

4 0  4 1 3  

40 4 1 4  

4 0  4 1 5  

4 0  4 1 6  

4 0  4 1 7  

40 4 1 8  

4 0  4 1 9  

4 0  420 

40 421  

40 422 

40 423 

40 424 

40 425 

40 426 

40 427 

40 428 

40 429 

40 430 

40 4 3 1  

4 0  432 

40 433 

40 434 

40 435 

40 436 

40 437 

4 1  438 

4 1  439 

4 1  440 

41 44 1 

4 1  442 

4 1  443 

41 444 

41 445 

4 1  446 

4 1  447 

4 1  448 

4 1  449 

4 1  450 

ltl 士位置

試掘 I ト レ ンチ

試掘 1 ト レ ン チ

試掘 I ト レ ンチ

試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ

試掘 I ト レ ン チ

試掘 1 ト レ ン チ
試掘 1 ト レ ン チ
試掘 l ト レ ン チ
試掘 l ト レ ン チ
試掘 l ト レ ン チ
試掘 l ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ

試掘 I ト レ ン チ

試掘 l ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 1 ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 l ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 l ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ンチ
試掘 1 ト レ ン チ
試掘 l ト レ ン チ
試掘 l ト レ ン チ
試掘 l ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ
試掘 I ト レ ン チ

遺物注記池 実測Nn 種別 器種等

02KJ チ試 1 ト レ 7 磁器 碗

02KJ チ試 I ト レ 8 磁器 鉢

02KJ チ試 l ト レ 24 磁器 碗

02KJ チ試 l ト レ 2 6 磁器 碗
02KJ チ 試 1 ト レ 22 磁器 筒形碗

02KJ チ試 I ト レ 9 磁器 皿

02KJ チ試 I ト レ 1 0 磁器 皿
02KJ チ試 I ト レ 29 陶胎磁器 l :l!li 
02KJ チ試 1 ト レ 25 磁器 鉢
02KJ チ試 1 ト レ 1 6 磁器 碗
02KJ チ試 1 ト レ 1 8 磁器 碗
02KJ チ試 I ト レ 2 1 磁器 碗
02KJ チ試 l ト レ 36 磁器 瓶

02KJ チ試 l ト レ 33 磁器 碗

02KJ チ試 l ト レ 1 7 磁器 碗
02KJ チ試 I ト レ 1 9 磁器 碗
02KJ チ試 l ト レ 20 磁器 碗
02KJ チ試 1 ト レ 5 磁器 皿
02KJ チ試 1 ト レ 3 5 磁器 皿
02KJ チ試 l ト レ 4 磁器 碗
02KJ チ試 l ト レ 2 8 陶器 瓶
02KJ チ試 I ト レ 34 磁器 瓶
02KJ チ試 l ト レ 32 磁器 羞
02KJ チ試 I ト レ 1 青磁 皿
02KJ チ試 l ト レ 3 磁器 皿
02KJ チ試 I ト レ 2 磁器 皿
02KJ チ試 I ト レ 1 4 陶胎磁器 蓋
02KJ チ試 l ト レ 3 1 陶器 碗 ？
02KJ チ試 l ト レ 40 陶器 鉢
02KJ チ試 I ト レ 37 陶器 灯明皿
02KJ チ試 l ト レ 39 陶器 碗 '/
02KJ チ 試 I ト レ I I 陶器 燻鉢
02KJ チ試 I ト レ 1 3  -�. 器 火 鉢
02KJ チ試 1 ト レ 3 0 陶器 捏 鉢
02KJ チ 試 1 ト レ 4 1 陶器 ，．瓶 '!
02KJ チ試 I ト レ 38 陶器 小甕
02KJ チ試 1 ト レ 2 3 陶器 上瓶
02KJ チ試 1 ト レ 2 7 陶器 t瓶
02KJ チ試 l ト レ 1 5 陶 器 蓋
02KJ チ試 l ト レ 1 2 陶 器 柏 木 鉢

法量 (cm) [現存値］ （推定値）
ロ 径 器 高 底径

(8 O)  

(6 .8)  

(8 .0)  

(9 .0)  

(6 .0)  

絵付 ・ 釉薬

自 然呉須 ・ 透明 釉

自 然呉須 ・ 透llJJ釉

コ パル ト ・ 透 明 釉

自 然呉須 · 透明 釉
n 然呉須 ・ 透ll/j 釉

自 然呉須 · 透明 釉

自 然呉須 ・ 透明 釉
自 然呉須 ・ 透明 釉
自 然呉須 ・ 透 明 釉
透明釉
コ バル ト ・ 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透UJ J釉
コ パル ト ・ 透明 釉

自 然呉須 ・ 透明 釉

コ パル ト ・ 透明 釉
自 然呉須 · 透明 釉
自 然呉須 ・ 透明 釉
コ バ ル ト 釉
自 然釉 • 透 明 釉
自 然呉須 ・ 透明釉
自 然呉須 ？
コ パ ル ト ・ 透11/J 釉
自 然呉須 ・ 透明 釉

( 1 7 .2 )  (4 .0 )  (8 .0 )  -

( 1 2 . 0 )  2 . 1  (6 .6)  コ パル ト ・ 透明 釉
( 1 2.2 )  自 然呉須 ・ 透明釉

(9 .0 )  コ バル ト 釉
天 目 釉
灰釉
茶釉

装飾技法
装飾技法

手描き

手描き

手描き

手描 き
手描 き

手描き

手 描 き
手 描 き
手描き

手 描 き
手 描 き

手描 き

手描き
手描き
手 描 き
手 描 き
手 描 き
手 描 き
手描 き
？ 
手 描 き
型押 し
ブ リ ン ト
手 描 き
手描き

外 ： 鉄釉 内 ： 灰釉 ．
錆釉

緑釉
( 1 6 .0 )  灰 釉
( 1 8 .4)  黒釉

緑釉
灰釉、 白 泥

(4 .8)  灰釉
(8 .8)  灰釉

文様
胎土 刻印 • 銘 備与

内 ： 雷文
白 色、 やや粗

外 ： 草花文
内 ： 微摩唐紅 n 色、 やや粗
内 ： 圏線

灰 白 色、 密
外 ： 草花 文
塗 り 白 色｀ やや粗
蛸紆草文 r1 色、 やや粗
内 ： ？

白 色、 やや粗
外 ： 十字星
？ 白 色｀ 密
外 ： 草花文 '/ 茶褐色
外 ： 蛸唐草文 白 色 ． やや粗

白 色、 密
塗 り 白色、 やや粗
内 ・ 外 ： ー 頂網 目 文 灰 白 色、 やや粗
草花文 灰 白 色． 密
内 ： 渦巻繋 n 色、 密
外 ： 草花文
草花文 白 色、 密
内 ： 圏線 外 ： 花文 白 色． やや粗
？ 白色、 やや粗
？ 灰 白 色｀ 密
内 ： 圏線 灰色、 密
外 ： 草花文 ？ 白 色、 密 摩滅著 し い
？ 灰 色 火 を 受 け た 痕 跡 あ り

白 色、 密
？ (I 色、 やや粗 「大II/]年製
鯉 灰 白 色
？ 白 、 密
風景 n 色． やや粗
I� 花文 淡褐色

灰 白 色
白 色
灰 褐 白 色
灰褐色
n 色
暗褐色
橙褐色
灰 褐 色
暗灰色 火 を 受 け た 痕 跡
橙色
灰褐色
灰褐色
i'1 褐色



表 3 土器類遺物 観察表
図 版Su 報告池 出 土 位 置 遺物番号 実測番号 種別 器種 時期 口 径 器 高 底径 整形 色誠 胎土 焼成 残存率 備 考

22 60 II 区 l 竪 p558 88 土師器 甕 平安 外 面 ： ハ ケ ． 内 1M : ナ デ 橙褐色 白 色粒f 良 破片
22 61 II 区 l 竪 p642 95 土師器 甕 外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： 摩滅 淡橙褐色 白 色粒子 ご く 少 縫 良 破 片 摩滅
22 62 II 区 l 竪 p439 84 土師器 甕 古墳後期 外 • 内 面 と も ハ ケ 淡橙褐色 赤色 • 白 色粒 子 ご く 少量 良 破片
22 63 II 区 l 竪 p l 90 86 土師器 甕 古墳後期 外侑j : ハ ケ 、 内 1M : ハ ケ ナ デ 橙褐色 白 色粒子 ご く 少 量 良 破片
22 64 Il 区 l 竪 p442 92 土師器 甕 古墳 外 頂j : ハ ケ 、 内 l�i : ヨ コ ハ ケ 淡橙褐色 白 色粒子少量 良 破片
22 65  II 区 3 面 p47 4 土師器 甕 古墳 外 • 内 面 と も に ハ ケ 橙 褐 色 白 色粒子 ・ 角 閃石 良 破片
22 66 n 区 I 竪 p263,367 96  J: 師器 甕 古墳 外 • 内 面 ： ハ ケ 淡褐色 赤色 • 白 色粒 子 ご く 少量 やや軟 破片 摩滅
2 2  67 II 区 I 竪 p561 62 士師器 壷 古墳 外 面 ： ハ ケ ナ デ、 内 I籠 ナ デ 褐 色 白 色粒 子 を 少 量 含 む や や 軟 破 片 摩滅
22 68 Il 区 2 竪 p452 B2 土師器 坪 古墳 外 面 ： ケ ズ リ 、 内 血 ： ナ デ 暗褐色 白 色粒子 ご く 少量 良 破片
22 69 II 区 1 竪 p204 87 土師器 甕 外 面 ： ナデ ？ 、 内 川j : ハ ケ 橙褐色 白 色 粒子 ご く 少量 やや軟 破片 摩 滅
22 70 II 区 1 竪 1)445 90 土師器 甕 古墳後期 外 • 内 面 と も ハ ケ 橙 褐 色 赤色 • 白 色粒子少量 良 破片
22 7 1  II 区 I 竪 p554 85 土師器 甕 平安 外 • 内 面 と も ハ ケ 橙 褐 色 赤色 • 白 色粒子少量 良 破片
2 2  72 II 区 1 竪 p526,533 93 土師器 甕 古墳 外 面 ： ハ ケ ． 内 面 ： ヨ コ ハ ケ 淡褐色 白 色粒子 ・ 金雲母 ご く 少量 やや軟 破片
2 2  73  II 区 3 面 p5 1 2 土師器 甕 ？ 古墳 外 • 内 面 と も に ナ デ 暗橙褐色 白 色粒子 ご く 少 量 良 破片
22 74 II 区 2 面 !>40.4 1 6 土師器 甕 古墳 外 • 内 面 と も に ハ ケ 暗橙褐色 白 色粒子 ・ 角 閃石少量 良 破片
22 75 II 区 l 竪 p372 63 土師器 甕 弥 生 末 ～ 古墳 外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ハ ケ 淡褐色 白 色粒子 • 金雲 母 ご く 少量 良 破片
22 76  II 区 I 竪 p399 9 1 土師器 甕 外 • 内 面 と も 摩 滅著 し く 不明 淡褐色 白 色粒子 ご く 少 量 やや軟 破片 摩 滅
2 2  7 7  II 区 l 竪 叫79 58 土師器 甕 古墳 外 面 ： ナ デ、 内 面 ： ハ ケ 橙褐色 赤色 • 白 色粒子少量 良好 破片
22 78  II 区 I 竪 1 1 4 土師器 壷 ？ 古墳 外 面 ： ミ ガキ か 淡 褐 色 白 色粒子少量 良 破片 内 外 面 と も に 赤 彩
22 79 D 区 l 竪 1 1 7  土師器 柑 古墳 外 • 内 面 と も 摩 滅著 し く 不明 淡褐色 密 良 破 片 内 外 面 と も に 赤彩
22 80 II 区 I 竪 叫9 1 222 土師器 壷 古墳 内 面 ： ミ ガキ 淡橙褐色 赤色 • 白 色粒子少量 良 破片 内 面 ： 赤彩． 外 面 に は鉄分付着
22 81  II 区 p2 1 6 土師器 壷 弥 生 末 ～ 古墳 口 縁 部 ： 折 り 返 し 口 縁 淡橙褐色 白 色粒子 ・ 角 閃石 良 破 片
2 2  82 II 区 2 面 p33 1 98 土師器 坪 平安 外 • 内 面 と も に ナ デ 淡橙褐色 密 やや軟 破片
2 2  83 II 区 1 竪 p275 5 5 土師器 甕 古墳後期 ( 1 3 .8 )  外 ・ 内 面 ： ナ デ 橙 褐 色 赤色粒子 • 長石少量 良 破片
22 84 II 区 1 竪 p620 54 土師器 甕 古墳後期 ( 1 5 .8)  外 • 内 面 ： ナ デ 淡橙褐色 赤色粒子 • 石英 多 量 や や 軟 破 片 摩滅

54 
| 

22 85 II 区 I 竪 4 土 叫 1 8 2  土 師 器 甕 古墳 ( 1 5 .0)  外 • 内 面 ： ナ デ 淡橙褐色 白 色粒子 良好 破片
2 2  86 II 区 I 竪 叫80 56 土師器 甕 （ 駿東型 ） 平安 (20 .0)  外 面 ： ナデ． 内 面 ： ナ デ ・ ロ 唇 部内 面肥厚 橙褐色 赤 色 • 白 色粒子少量 良好 破片
2 2  87 II 区 I 竪 . 2 竪 p57,298,398 8 1 土師器 甕 古墳 外 面 ： ハ ケ ｀ 内 面 ： ヨ コ ハ ケ 淡 褐 色 赤 · 白 色粒子少量 良 破片
2 2  88 n 区 I 竪 p356 - 358  64 土師器 甕 古墳 外 • 内 面 ： ハ ケ ナ デ 褐 色 白 色粒子少量 良 破 片
2 2  89 II 区 3 面 p92 1 9 7  土 師 器 甕 （ 駿東翌 ） 平安 ロ 唇 部内 面肥厚 暗橙色 赤色 • 白 色粒 子 を ご く 少量 良好 破片
22 90 II 区 I 竪 p547 67 土師器 羽釜 平安 内 面 ： ハ ケ 橙褐色 赤色 • 白 色 • 黒色粒子少量 やや軟 破片 摩 滅
2 3  9 1  II 区 l 竪 p4 1 7  42 土師器 坪 古墳後期 外 面 ： 粗 い ヘ フ 削 り 、 内 面 ： ヨ コ ナ デ 灰 褐 色 白 色粒子． 赤色粒子 ・ 金雲母少量 良 破片
2 3  92 II 区 I 竪 pl25  4 1 土師器 坪 古墳後期 外 面 ： 口 縁端部強 い ナ デ ・ ヘ ラ 削 り ． 内 面 ： ナ デ 明 褐 色 白 色粒子少量 良 破 片
2 3  93 II 区 l 竪 p352 50 土師器 坪 古墳後期 ( 1 2 .0)  外 面 ： 口 縁端部強いナ デ ・ ヘ ラ 削 り 、 内 面 ： ナ デ 橙 褐 色 金雲母微量． 赤 色 • 白 色粒子少量 良 破片
2 3  94 II 区 I 竪 p27 1 43 土師器 杯 古墳後期 ( 1 2 .0)  (4.4) 外 面 ： 口 縁端部強いナ デ ・ ヘ ラ 削 り 、 内 面 ： ナデ 淡橙褐色 赤色 · 白 色粒子少量 良 破片
2 3  95  n 区 l 竪 p423 52 土師器 坪 平安 0 2  0) 外 面 · 内 面 ： ナ デ 橙褐色 赤色 • 白 色粒子少量 良好 破片

2 3  96 II 区 l 竪 p35 1 ,383,384, 
48 土師器 坪 古墳後期 0 3.0) 外 面 ： 口 縁端部強 い ナ デ ・ ヘ ラ 削 り 、 内 面 ： ナ デ 橙褐色 赤 色 • 白 色粒子少量、 雲母微量 良 60% 

380,38 1 ,562  

2 3  97  II 区 1 竪 p l  97,424,426 47 土師器 坪 古墳後期 外 面 ： ヘ ラ 削 り 、 内 面 ： ナデ 橙 褐 色 赤 色 • 白 色粒子少量 良 30% 

23 98 II 区 I 竪 p4 1 8,422 44 土師器 鉢 古墳後期 0 1 .6)  (5  7 )  (8 .0)  外 面 ： 口 縁端 部強 い ナ デ ・ ヘ ラ 削 り 、 内 面 ： ナ デ 褐 色 赤 色粒子 ・ 白 色粒子少量 良 30% 

23 99 II 区 1 竪 p l 98 53 土師器 坪 古墳後期 ( 1 5 .6)  外 面 ： ナ デ ミ ガキ｀ 内 面 ： ナ デ 橙 褐 色 赤色粒子 ・ 金雲母少量 良 破片
23 1 00 11 区 I 竪 p264 49 土師器 坪 古墳後期 内 面 ： ナ デ 褐 色 金雲母微量、 赤 色 • 白 色粒子少量 良 破片 摩滅
2 3  I O I  ll 区 I 竪 p567 5 1 土師器 lit 古墳後期 外 面 • 内 面 ： ナ デ 橙褐色 赤色粒子微量 良 破片 摩 滅
2 3  1 02 11 区 I 竪 pl25  40 土師器 小甕 古墳後期 ( 1 3.0) 外 面 ： ヘ ラ ナデ． 内 面 ： ハ ケ 褐 色 白 色粒子少量 良 破 片
2 3  1 03 11 区 1 竪、 11 区 2 面 p243,403 39 土師器 小甕 古墳後期 ( 1 5 .0)  外 面 ： ヘ ラ 削 り 、 内 面 ： ヘ ラ ナ デ 橙褐色 石英 • 白 色粒子少量 良 破片
2 3  1 04 11 区 l 竪 p487 46 土師器 坪 平安 ( 1 3.0) 外 面 ： ナ デ、 内 面 ： n 縁部 ： ミ ガキ 橙 褐 色 赤色 • 白 色粒子少量 良 破片 摩 滅
2 3  1 05 lJ 区 1 面 2 1 土師器 坪 平安 外 • 内 面 と も に 摩滅著 し く 不明 淡褐色 密 良 破片 摩 滅
2 3  1 06 Il 区 l 竪 p l 65,447 66 土師器 高坪 古墳 外 • 内 面 ： ナ デ ミ ガキ ？ 橙 褐 色 赤色粒子 ご く 少 量 良 破片 摩 滅
2 3  1 0 7  II 区 I 竪 1 8 3  土 師 器 底 部穿孔鉢 古墳 (5 .0)  外 • 内 面 と も に 摩滅 著 し く 不明 橙褐色 白 色粒子 ・ 金雲母少量 良 破片 摩 滅
2 3  1 09 n 区 3 面 p72 1 8 9  須恵器 坪 身 古墳後期 (8.0) 外 面 ： 回転ヘ ラ ケ ズ リ ． 内 面 ： 回転ナデ 灰色 密 良好 破 片
2 3  l l O  11 区 I 竪 p353 1 1 0  須恵器 無蓋高坪 古墳後期 1 0  0 外 面 ： 回転ヘ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ、 内 面 ： ナ デ 暗青灰色 密 良 40% 

23 1 1 1  n 区 1 竪 p372 59 土師器 甕 古墳後期 外 面 ： ナ デ ・ ハ ケ 、 内 面 ： ハ ケ 淡 褐 色 白 色粒子 ・ 金雲母少量 良 破片

2 3  1 1 2  11 区 1 竪 57 土師器 甕 古墳後JUI (23 .0)  外 面 ： ナデ、 内 面 ： ナ デ ・ ハ ケ 淡橙褐色 金雲母微量． 白 色粒子少量 良 破片 n 縁部 と 胴部の接合邪分に ヨ コ ハ ケ
み ら れ る



図版ふ 報告No. Ill t. 位贋 遺 物 番 号 実 測 番 号 種 別 器 種
23 1 1 3 Il 区 1 竪 4 土 p2,5 1 8 1  土師器 小甕

� p355,356,366,  60 
374,375,377,3 1 1 4 n P< 1 幣 上師器 甕

23 85,386,388,38 6 1  
9,395,396,560 

24 I 1 5  l! f,,( J 幣 p268 69 l: 師器 台付甕
2 4  1 1 6  D 区 I 竪 p292 I 1 5  土師器 高坪
24 1 1 7  Il li( J 竪 p542 68 土師器 台付甕
24 1 1 8  11 1,: 1 幣 p552 65 !: 師器 高坪
2 4  1 1 9  11 区 1 幣 p205,538,540 73 土師器 甕 ？

24 1 2 0  rr 区 1 竪 p l 2 6 , 1 96,203,  80 土師器 壷4 1 3  

24 1 2 1  ll [,( 1 竪 p237 75 土師器 甕 'I

24 1 22 u l;( l 幣 p407,425 72 土師器
24 1 2 3  Il L,{ I 幣 p535,536 7 1 土師器
24 1 24 U 区 I 竪 p6 1 6  79 土師器
24 1 25 Il 区 I 竪 p l 93 89 土師器 甕
24 1 2 6  D 区 I 竪 p650 7 0 土師器 壷
24 1 2 7 ll (..{ l 幣 p55 1  7 7 土師器 鉢
24 1 2 8  II 区 1 竪 p569 I l l  土師器 台付甕
24 1 29 n 区 1 幣 p273 1 1 2 土師器 杯
24 1 30 Il 区 I 竪 p485,486 45 土師器 か わ ら け
24 1 3 1  D 区 l 竪 p60 26 土師器 かわ ら け
24 1 32 別表 B3 磁器
24 1 3 3  別 表 1 9 1  陶器
24 1 34 D 区 1 竪 p602 204 上製品 土 玉
25 1 35 il (i( l 竪 叫72 1 04 須恵器 大甕

5
5 

25 1 36 II K 1 竪 p483 1 0 1  須 恵 器 大 甕
25  137  II 区 l 幣 1)47 5  1 05 須息器 大甕
25 1 38 Il fi( !  竪 p254.258 1 1 3 須 恵 器 大甕
25 1 3 9  Il 区 l 竪 p566 1 0 7  須恵器 大甕

1 02 
25 1 4 0  Il [.{ I 竪 p55,477,5 1 8  須恵器 大甕

268  

p354.442.473.  99 
25 1 4 1  ＂ 仄 I 竪 須恵器 大甕541  2 7 2  

26 142 Il [;( l 竪 p565 ! O B  須恵器 大 甕
26 143 Il l,( ! 竪 p48 1 ,530 1 06 須恵器 大甕
26 1 44 II L,( I 竪 p47 8  1 09 須恵器 大甕
26 145 II 区 l 竪 叫74 1 03 須恵器 大 甕
2 6  1 4 6  U 区 3 面 p522 273 須恵器 大 甕
26 147 I I  I,( 3 面 p526 269 須恵器 大甕
26 1 4 8  Il lべ 3 lni p534 270 須息器 大甕
26 1 4 9  ll 区 3 面 P47 38 須恵器 大甕
26 150 ll 区 l 竪 p256 1 0 0  須 恵 器 大 甕
2 7  1 5 1  n 区 2 幣 1 2 5  ＋．師器 甕
27  1 52 Il 区 2 幣 p36 1 24 t師器 甕
27  1 53 ＂ 区 2 幣 p60 1 2 6  土師器 甕
27  1 54 Il 区 2 竪 p453  1 23 土師器 甕
2 7  1 55 D 区 2 竪 叫52 1 22 土師器 甕
2 7  1 5 7  D J;( 2 竪 p67.76 .77 .80 1 32 土師器 壷
2 7  1 58 Il � 3 I紺 p83 5 t師器 打 段 口 縁壷 ？
2 7  1 59 Il lべ 2 竪 p4 1 3 6  l :  師 器 壷
2 7  1 60 II 区 2 竪 p43 ,72  1 20 l:師 器 鉢 （ 片 口 ）
2 7  1 6 1  [I [,{ 2 竪 p34 1 1 9  土師器 用
27 1 62 U 1< 2 竪 p l 6  1 73 t師器 高坪
27  1 63 II t,( 2 竪 p88 1 29 l:Mi 器 坪

時期 口格 器高 底径
平安 0 4. 0 )  

古墳後期 (26.4) 

古墳
古墳
古墳
古墳
古墳 (5 .5 )  

古墳 6.8 

古墳 ( 1 0 .0)  

古墳 (9 .6 )  

古墳 ( 1 0.0 )  

古墳 (3 .8 )  

古墳
弥 生 (9 .6 )  

古墳後期 (5 .0)  

古墳時代初頭 (20.0)  

平安 ？ (6 .0 )  

江戸 ？ (9 .0 )  (2 .9 )  (4 .8 )  

江戸 (6 .6 )  1 . 2  ( 3  6 )  

古墳後期
古墳後期
古墳後期
占墳後期
古墳後期

古墳後期

古墳後期

古墳後期
古墳後期
占墳後期
古墳後期
古墳後期
古墳後期
古墳後期
古墳後期
古墳後期
古墳初頭
古墳初頭
古墳初頭
古墳初頭 ( 1 8 .0 )  

古墳初頭 (20 .0 )  

古墳
古墳
古墳
古墳 ( 1 4 .0)  

古墳 0 7.0 )  

古墳 ( 1 8.8 )  

占墳後期 ( 1 1 .0 )  

整 形

外 面 ： ハ ケ ナデ、 内 面 ： ナ デ

外 • 内 面 ： ハ ケ

外 • 内 面 ： I ヽ ケ ナ デ 'I

外 面 ： ナ デ ミ ガキ
外 面 ： ハ ケ
外 • 内 面 ： ナ デ ミ ガキ ？
外 面 ： ハ ケ ナ デ ？ 、 内 面 ： ハ ケ
外 面 ： 横ナデ後ケ ズ リ
内面 ： ナ デ
外 面 ： ハ ケ、 内 面 ： ナ デ． 底部 ： 木葉 痕
外 • 内 面 ： ハ ケ ナ デ ？ 、 底部 ： 木葉痕
底面 ： 木薬痕
底面 ： 木葉痕
外面 ： ハケ （ 底部に近い部分 ： ヨコナデ 入 内面 ： ナデ
外 • 内 面 ： ハ ケ ナ デ
外 面 ： ケ ズ リ 、 内 面 ： ハ ケ ナ デ
外 面 ： ハ ケ ・ ロ 唇 部 ： 刻み 目 、 内 面 ： ハ ケ ナ デ
外 • 内 面 と も 摩滅著 し く 不明、 底 部 ： 糸 切 り 痕
外 面 • 内 面 ： ナデ、 底 面 ： 糸 切 り 痕
外面 • 内 面 ： ナデ． 底 面 ： 糸 切 り 痕

外 面 ： タ タ キ、 内 面 ： タ タ キ
外 面 ： タ タ キ、 内 面 · タ タ キ
外 血 ： タ タ キ、 内 面 ： タ タ キ
外 面 ： タ タ キ． 内 面 ： タ タ キ
外 面 ： タ タ キ 、 内 面 ： タ タ キ

外 面 ： タ タ キ、 内 面 ： タ タ キ

外 面 ： タ タ キ、 内 面 ： タ タ キ

外 面 ： タ タ キ、 内 面 ： タ タ キ
外 面 ： タ タ キ 、 内 面 ： タ タ キ
外 阻j : タ タ キ、 内 面 ： タ タ キ
外 面 ： タ タ キ、 内 面 ： タ タ キ
外 内 面 と も に タ タ キ
外内 面 と も に タ タ キ
外,,, ,面 と も に タ タ キ
外内 面 と も に タ タ キ
外面 ： タ タ キ、 内 面 ： タ タ キ
外 · 内 面 ： ナデ、 口 唇 部 ： 貝殻刻み 目
I I 唇 部 ： 刻 み 目
外 • 内 面 と も に ハ ケ 、 口 唇 部 ： 刻 み 目
外 • 内 面 と も に ナ デ、 口 唇 部 ： 刻 み 目
口 唇 部 ： 刻み 目
外 面 ： 沈線文、 内 面 ： ナ デ
打段部 · 沈線文

別 表
別 杖

外 面 ： 削 り 出 し 隆帯 ・ 沈線文． 内 面 ： ハ ケ ナ デ
外 • 内 面 と も 摩 滅著 し く 不 明
外 面 ： ハ ケ ナ デ． 内 面 ： ナ デ
外 • 内 面 と も に ミ ガキ
外 lhi : LI 縁部 ヨ コ ナ デ ・ 体 部 ケ ズ リ 、 内 面 ： ナ デ

色調 胎 土 焼成 残 存 率 備考
橙 褐 色 白 色粒 子 ・ 金雲母少量 良好 破 片

淡褐色 白 色粒子 ・ 金雲母少量 良 破片

橙褐色 白 色粒子少量 良 破片 摩滅
橙褐色 密 良 破 片 外 面 赤 彩
橙 褐 色 白 色粒子 良 破片 摩滅、 接 合 痕 あ り
黒 褐 色 白 色粒子 ご く 少量 良 破 片 摩 滅
橙 褐 色 白 色粒子少量 やや軟 30% 摩滅

FIJI 褐色 白 色粒子多量 良 4 0 %  

橙褐色 赤 色 · 白 色粒子少量 良 破 片
淡 橙 褐 色 白 色粒子多量 やや軟 破片 摩滅
赤褐色 白 色 • 赤色粒子少量 良 破 片

暗 橙 褐 色 白 色粒子多量 良 破 片
淡褐色 白 色粒子 やや軟 破 片 摩滅、 集 石 と と も に 出 土
橙 褐 色 赤色 • 白 色 • 黒色粒子少量 良 破片
褐色 白 • 赤色粒子 • 金雲母多 良 80% 肩 部 分 に コ ゲ あ り
橙色 白 • 黒 • 赤色粒子多 やや軟 破 片
明 褐 色 黒色粒子 ・ 赤色粒子 ・ 金雲母少量 良 破片
橙 褐 色 白 • 赤色粒子多量、 雲母少量 良 破片

暗褐色 やや密 良 1 00% 

灰色 密 良 破片
灰 色 密 良 破片
灰 色 密 良 破片 摩滅
灰 色 密 良 破片
灰色 密 良 破 片

灰 色 密 良 破 片

灰 色 密 良 破 片

灰 色 密 良 破片
灰 色 密 良 破片
灰 色 密 良 破片
灰色 密 良 破片
灰 色 密 良好 破 片
灰 色 密 良好 破片
灰 色 密 良好 破片
灰色 密 良好 破 片
灰色 密 良 破片
褐色 白 色 粒子 ご く 少量 良 破片
橙褐色 白 色 粒子 ご く 少量 良 破片
淡橙褐色 白 色粒子 ・ 金雲母 ご く 少量 良 破片
淡橙褐色 白 色粒子 ・ 金雲母 ご く 少量 良 破 片
橙褐色 白 色粒子 ご く 少量 良 破 片
橙褐色 白 色粒子 やや軟 破 片
橙 褐 色 白 色粒子 良 破片
褐 色 白 色粒子少量 良 破片
橙褐色 白 色粒子 ・ 金雲母 ご く 少量 やや軟 30% 

橙 褐 色 白 色粒子 ・ 金雲母少量 良 破片
橙 褐 色 赤色 • 白 色粒子少量 良 破片 摩 滅 著 し い
褐色 密 良 破 片
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2 7  1 64 

2 7  1 65 

2 7  1 6 6  

2 7  1 6 7  

2 7  1 6 8  

2 7  1 69 

2 7  1 70 

2 7  1 7 1  

2 8  1 7 2  

2 8  1 73 

2 8  1 74 

2 8  1 7 5  

2 8  1 76 

2 8  1 7 7  

28 1 78 

2 8  I 79 

2 8  1 8 0  

2 8  1 8 1  

2 8  1 82 

2 8  1 8 3  

29  1 84 

2 9  1 8 5  

2 9  1 8 6  

2 9  1 8 7  

29  1 88 

2 9  1 8 9  

2 9  1 90 

2 9  1 9 1  

29  1 92 

2 9  1 93 

2 9  1 94 

2 9  1 95 

2 9  1 96 

2 9  1 9 7  

2 9  1 98 

2 9  1 99 

2 9  2 0 0  

2 9  2 0 1  

2 9  202 

2 9  2 0 3  

2 9  204 

29  205 

2 9  2 0 6  

2 9  2 0 7  

2 9  2 0 9  

2 9  2 1 0  

2 9  2 1 1  

2 9  2 1 2  

2 9  2 1 3  

3 0  2 1 4  

3 0  2 1 5  

3 1  2 1 6  

3 1  2 1 7  

3 1  2 1 8  

出土位置 遺物番号
11 区 2 竪 p l 2 , 1 3 ,28 

n 区 2 竪 p92 

11 区 2 竪 p325 

11 区 2 竪 p33 

11 区 2 竪 p89 

n 区 2 竪 p98 

II 区 2 竪 p342 

II 区 2 竪 p5 

Il 区 2 竪 p64 

II 区 2 竪 p85, I O I  

n 区 2 竪
II 区 2 竪 p88 

11 区 2 竪 p30,62,303,  
3 1 2,3 1 7  

n 区 2 竪 pl3 . l  7,44,47 -
50,52,53,69,70 

D 区 2 竪 p39 - 4 1 、 74

11 区 2 竪 p299 

11 区 2 竪 09 1 .2 1 7,2 1 9  

11 区 2 竪 p79,344 

11 区 2 竪 p87 

別表
11 区 4 竪 p5 1 4  

Il 区 4 竪 p577 

11 区 4 竪 p494.495 

11 区 4 竪 p588 

11 区 4 竪 p589 

n 区 4 竪 1)586 

11 区 4 竪 1>504 

11 区 4 竪 p57 1  

n 区 4 竪 p503 

n 区 4 竪 p603 

n 区 4 竪 叫99

11 区 4 竪 p505 

1[ 区 4 竪 p626 

II 区 4 竪 p62 1 

E 区 4 竪 p603 

11 区 4 竪 p500 

II 区 3 面 p l 49 

11 区 4 竪 p606 

n 区 3 • 4 竪
n 区 3 • 4 竪 p l 9 1 , 1 92 

11 区 4 竪 p627 

Il 区 4 竪 p5 10 ,5 1 5,604 

11 区 4 竪 p6 1 1  

11 区 4 竪 p506 

11 区 4 竪 一括

II 区 4 竪 p322 

11 区 3 • 4 竪 p6 1 5  

11 区 4 竪 pSOI 

11 区 4 竪 p624 

D 区 3 面 p528,587 

11 区 3 • 4 竪 p629 

11 区
ll 区 2 rni 
11 区 3 面

実測 番 号 種別 器種 時期 n 径
1 3 7  土師器 坪 古墳後期 (22 .4)  

1 7 8  須 恵 器 坪 身 古墳後期 (9 .2)  

1 33 土師器 甕 古墳
1 2 7  土師器 甕 古墳 0 4.0)  

130 土師器 甕 古墳 0 7.0)  

1 2 1  土 師 器 甕 古墳 ( 2 1 .0)  

l l 8  土師器 甕 古墳 (20.0)  

1 3 1  土師器 甕 古墳 (23 .0)  

1 76 土師器 壷 古墳 (23 0)  

1 7 5  土 師 器 柑 ？ 古墳
1 74 土師器 壷 ？ 古墳
223 土師器 ？ 古墳

1 34 土師器 甕 古墳前期

1 8 0  土 師 器 甕 古墳前期 ( 1 6.8)  

1 3 5  土 師 器 壷 古墳
32 土 師 器 高 坪 古墳

1 38 土 師 器 甕 古墳
1 3 9  土 師 器 壷 ？ 古墳
1 7 7  土師器 ？ ？ 
1 7 9  磁 器
1 48 土師器 甕 古墳
1 4 7  土 師 器 甕 古墳
1 4 6  土師器 甕 古墳
1 4 9  土 師 器 甕 古墳
1 4 2  土師器 甕 古墳
1 4 5  土 師 器 甕 古墳
1 5 0  土師器 甕 古墳
1 44 土師器 甕 弥生後期
1 43 土 師 器 壷 ？ 古墳
1 6 5  土 師 器 杯 古墳後期 ( 1 2 .2 )  

1 6 1  土師器 高 坪 古墳
1 6 2  土 師 器 甕 古墳
1 6 6  土 師 器 甕 古墳 (20.0)  

1 55 土師器 高 坪 古墳
1 6 3  土 師 器 台 付 甕 古 墳
1 54 土師器 高 坪 古墳

I I 土師器 甕 古墳
1 5 6  土 師 器 坪 古墳後期
1 6 7  須恵器 坪 身 古墳後期 (7 .8 )  

1 7 0  土師器 高坪 古墳
1 5 7  土師器 柑 古墳 ( 1 3 .0)  

1 68 土師器 碗 古墳後期 ( 1 4.2 )  

1 52 土師器 柑 ？ 古墳
1 5 8  土 師 器 甕 ？ 古墳
1 6 0  土師器 甕 古墳
1 59 土師器 甕 古墳
1 64 土師器 甕 古墳 (24.0)  

1 5 1  土師器 甕 古墳後期 (26 .0 )  

1 7 1  土 襲 土 玉 古墳
265 須恵器 大甕 古墳後期 (26 .4)  

169 須恵器 大 甕 古 墳 後 期
2 6 2  土師器 甕 弥生末～古墳初頭
2 5 1  上師器 甕 弥生末～古墳初頭
247 土師器 甕 弥生末～古墳初頭

器 絲 底 径 整形 色調 胎 i: 焼成 残存率 備考

3 . 5  外 面 ： 口 縁部 ヨ コ ナ デ ・ 体 部ケ ズ リ 、 内 1Af : ナ デ 褐色 赤 色 · 白 色粒子少呈 良 50% 

3.2 外 面 ： 回転ヘ ラ ケ ズ リ 、 内 面 ： 回転 ヨ コ ナ デ 灰色 密 良好 30% 

外 面 ： ケ ズ リ ． 内 面 ： ハ ケ ナ デ 褐色 白 色粒子少量 良 破片
外面 ： 口縁部ヨコナデ ・ 体部ケズリ、 内面 ： ハケナデ 暗褐色 白 色粒子少量 良好 破片
外 • 内 面 と も摩滅著 し く 不明 褐色 白 色粒子少量 軟 破片 表 面 に 鉄分付着

外 面 ： 口 縁部 ヨ コ ナ デ ・ 体 部 ケ ズ リ 、 内 頂j : ナ デ 橙褐色 白 色粒子少量 良 破片
外 面 ： 摩滅． 内 面 ： ナ デ 橙褐色 白 色粒子少量 やや軟 破片
外 • 内 面 と も ナ デ 橙 褐 色 白 色粒子 良好 破片
外 • 内 面 と も ナ デ ？ 橙褐色 白 色粒子少量 良 破片 内 外 面 と も に 赤 彩
外 面 ： ハ ケ痕、 内 面 ： ナ デ 褐色 白 色 粒子 ご く 少量 良 破片 内 外 面 と も に 赤 彩
外 • 内 面 と も 摩 滅著 し く 不明 橙褐色 白 色 粒子 ご く 少量 やや軟 破片 内 外面 と も に 赤 彩
外 面 ： ケ ズ リ ？ ． 内 面 ： ナ デ 褐色 密 良 破片 外 面 ： 赤彩

外 面 ： ケ ズ リ 、 内 面 ： Iヽ ケ ナ デ 褐色 赤 色 • 白 色粒子 良 破片

22.9 (8 .0 )  外 面 ： ヘ ラ ケ ズ リ ． 内 面 ： ハ ケ ・ オサエ 褐色 赤 色 • 白 色粒子、 金雲母少量 良 70% 

外 • 内 面 と も ナ デ 淡褐色 白 色粒子 ・ 金雲母少量 やや軟 破片
外 ・ 内 面 と も に 摩滅著 し く 不明 橙 褐 色 密 やや軟 破片

(6 .4)  外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ハ ケ ナ デ、 底 面 ： 木葉痕 淡橙褐色 白 色 • 黒色粒子 良 破片
(6 .6 )  外 • 内 面 と も ナ デ 橙 褐 色 白 色 • 黒色粒子、 金雲母少量 良 破片

外 面 ： 押 し 引 き 文 · ナデ、 内 面 ： ナ デ 暗褐色 密 良 破 片
別 表

外 面 ： ハ ケ ． 内 面 ： ナ デ 橙褐色 白 色粒子 を 少 量 良 破片
外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ハ ケ ． ナ デ 橙褐色 白 色粒 子 を 少 量 良 破片
外 面 ： ハ ケ、 内 面 ： ナ デ 褐 色 白 色 • 黒色粒 子 を 少量 良 破片
外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： オサエ ・ ナ デ 淡橙褐色 白 色粒子 を 少 量 良 破片
外 • 内 面 ： ナ デ 暗橙褐色 白 色粒 子 を 少 量 良 破 片
外 面 ： ナデ． 内 16i : ヨ コ ハ ケ 橙褐色 白 色 粒子 を ご く 少量 良 破片
外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ヨ コ ハ ケ 橙褐色 赤 色 • 白 色粒子少量 良 破片
外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： I ヽ ケ 、 ナ デ 橙褐色 白 色 粒子 ご く 少量 良 破 片 ス ス 付 着
外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ナ デ 褐 色 白 色粒子 ・ 角 閃 石 少 量 良 破片
外 面 ： 口 唇 部 ヨ コ ナデ、 内 面 ： ナデ ・ 黒色処理 暗褐色 密 良好 破片

( 1 0. 1 )  外 面 ： ナ デ、 内 面 ： ケ ズ リ 暗 褐 色 密 良 破片
外 · 内 面 と も に 摩滅著 し く 不明 淡橙褐色 白 色粒子多量 軟 破片 摩 滅
外 • 内 面 と も に ナ デ 暗 橙 褐 色 赤 色 • 白 色粒子少量 良 破片
外 • 内 面 ： ナ デ ミ ガキ ？ 橙褐色 赤色粒子少量 やや軟 破片 摩 滅
外 • 内 面 と も に ハ ケ 橙 褐 色 赤色 • 白 色粒子少量 やや軟 破片 摩 滅
外 ・ 内 面 と も に 摩滅著 し く 不明 褐 色 白 色 粒子 ご く 少 量 良 破片
外 • 内 面 と も に ナ デ 淡橙褐色 白 色粒子 ご く 少 量 良 破 片

外 ： ケ ズ リ ・ ロ 縁靖部強 い ナ デ、 内 面 ： ナ デ 淡褐色 密 良 破片
外 面 ： ケ ズ リ ． 内 面 ： ヨ コ ナ デ 灰色 密 良 破片
外 • 内 面 ： ミ ガキ 淡 褐 色 白 色 粒子 ご く 少 量 良 破片
外 • 内 面 ： ミ ガキ 淡褐色 密 良 破片 摩滅
外 面 ： 口唇部ヨコナデ ・ 体部 ： ケ ズ リ 、 内 頂j : ナデ 淡橙褐色 赤色 · 白 色粒子少量 良 破片
外 面 ： ケ ズ リ 、 内 偵j : ナデ ？ 橙褐色 赤色 • 白 色粒子 ご く 少 量 良 破片

(6 .0 )  外 面 ： ハ ケ ナ デ ？ 、 内 面 ： ケ ズ リ 、 底 面 ： 木 葉痕 橙褐色 白 色粒子 ご く 少量 良 破片
(9 .2 )  外 ： ハ ケ 、 内 面 ： ナ デ 橙褐色 赤 色 • 白 色粒子少量 良 破 片
(8 .0 )  外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ナ デ 橙褐色 赤 色 • 白 色粒子少量 良 破片

頸部 ： 強 い ヨ コ ナ デ 橙褐色 赤 色 • 白 色粒子少量 良 破片
頸部 ： 強 い ヨ コ ナデ、 体部 ： ハ ケ 、 内 面 ： ナ デ 淡橙褐色 赤 色 • 白 色粒子 ・ 金雲母少量 良 破片

淡褐色 白 色 粒子 を 少 量 やや軟 · 摩滅
外 面 ： 回転ナデ ・ タ タ キ、 内 面 ： タ タ キ 灰色 密 良好 破片
外 面 ： タ タ キ 、 内 面 ： タ タ キ 灰 色 密 良 破 片
ロ 縁 部 ： 刻み 目 褐 色 白 色粒子少量 良 破片
口 縁 部 ： 刻み H 暗褐色 白 色粒子 ご く 少 量 良 破片
口 縁 部 ： 刻み H 暗橙褐色 白 色粒子 ご く 少量 良 破片



図版池 報告,n 出上位置 遺物番号 実測番号 種別 器 種 時 期
3 1  2 1 9  11 区 3 面 p464 202 土師器 甕 弥生末～古墳初頭
3 1  220 Il 区 3 面 A-2 244 土 師 器 甕 弥生末～古墳初頭
3 1  2 2 1  D 区 3 面 B-4 250 土師器 甕 弥生末～古墳初頭
3 1  222 Il 区 3 頂i 239 上師器 甕 弥生末～古墳初頭
3 1  223 Il 区 3 面 p636 200 上師器 甕 弥生末～古墳初頭
3 1  224 n 区 3 面 B-3 2 J J 土師器 甕
3 1  225 Il 区 3 面 A-3 2 1 3  土師器 甕
3 1  226 II 区 3 面 2 1 0  土 師 器 甕
3 1  227 n 区 2 4 1  土師器 甕 古墳
3 1  228 Il 区 2 面 p 1 5  1 9 5  土師器 壷 古墳
3 1  229 Il 区 3 面 A-3 240 土 師 器 甕
3 1  230 11 区 p238 98 上 師 器 甕
3 1  2 3 1  11 区 3 [iii p25 1  l 上師 器 甕 古墳
3 1  232 Il 区 3 lni p ! OO 1 4 土師 器 甕 古墳
3 1  233 11 区 3 面 p297 1 3 土 師 器 坑 古墳
3 1  234 11 区 2 1籠 1 4 0  上 師 器 甕
3 1  235 11 区 3 1藉 p648 28 上師器 甕 弥生末～古墳初頭
3 1  236 Il 区 p2 1 4  29 土師器 甕 平安
3 1  237 II 区 3 頂i p208 3 土師器 甕 古墳後期
31 238 11 区 2 面 A-4 2 1 2  土師器 甕 古墳
3 1  239 11 区 3 面 A-3 224 土 師 器 甕 古墳
31 240 Il 区 l 竪 ． 遺構外 p6 94 土師器 甕
3 1  241  11 区 3 頂i P454 9 土師器 甕 平安
3 1  242 n 区 3 面 p67 1 8 土師器 壷 古墳
3 1  243 11 区 3 面 A-3 263 土 師 器 壷 古墳
31 244 · p637 1 2 土師器 壷 弥生末～古墳初頭

57 
3 1  245 ll 区 3 ilii A-2 2 6 1  土 師 器 有 段 口 縁壷 弥 生 末 ～ 古 墳
3 1  2 4 6  II 区 3 面 1 4 1  土 師 器 甕 ？
3 1  247 11 区 3 面 A-2 206 土 師 器 甕 古墳
3 1  248 Il 区 3 面 A-3 259 土 師 器 有段 口 縁壷 古墳
31 249 Il 区 3 面 p640 1 5 土 師 器 甕 弥生末～古墳初頭
3 1  250 Il 区 3 頂i p285 1 0 土 師 器 壷 古墳後期
3 1  2 5 1  11 区 3 面 p252 1 7 土師器 壷 古墳
32 252 II 区 3 面 B-3 253 土 師 器 鉢 ？ ？ 
32 253 11 区 3 面 A-3 2 1 4  土師器 坪 古墳後期
32 254 ll 区 3 面 p7 1 22 土師器 坪 古墳後期
32 255 II 区 2 頂i 207 上師器 坪 古墳後期
32 256  11 区 3 頂i p3 1 8  25 土師 器 坪 古墳後期
32 257  II 区 3 Jlii p652 24 土 師 器 坪 古墳後期
32 258 Il 区 3 rAi p2 1 8  23 土 師器 坪 古墳後期
32 259 11 区 2 1lli p-d 1 94 土 師 器 坪 古墳後期
32 260 D 区 2 面 A-3 243 土師器 坪 古墳後期
32 2 6 1  11 区 3 !Ui B-2 252 土師器 坪 古墳後期
32 262 11 区 3 面 p230 203 土師器 婉 古墳
32 264 n 区 3 頂i 248 土 師 器 坪 古墳後期
32 265 ll 区 3 面 A-3 260 土師器 坪 古墳後期
32 266 11 区 2 面 p22 30 土 師 器 願 古墳
32 267  Il 区 3 面 p466 7 土 師 器 甑 古墳
32 268  ll 区 3 面 p253 192 土師器 台付甕 古墳
32 269  U 区 2 面 p l 3  3 1 土師器 台付甕 古墳
32 270 11 区 3 1Ai p296 2 0 1  土師器 高 坪 古 墳
32 271  11 区 3 面 p56 20 土 師 器 高 坪 ？ 古墳
32 272 II 区 3 面 B-3 254 土師器 甕 古墳
32 273  n 区 3 面 p283,284 8 土師器 甕 古墳後期
32 274 Il 区 3 !R i  A-3 2 1 5  土 師 器 坪 平安

n 径 器 高 底径
( 1 5.0)  

( 1 4.0)  

0 8.0)  

( 1 6 .2 )  

(20 .0)  

( l {J ,0)  

( 1 2 .0)  

( 1 4.0)  

0 2.0 )  ( 2  4) 

( 1 4. 0 )  

( 1 8 .2 )  

(20 .8 )  

整形

口 縁 部 ： 刻み 目 、 外 • 内 面 と も に ハ ケ

口 縁部 ： 刻み 目

口 縁 部 ： 刻 み 且 外 • 内 面 と も に ハ ケ
n 縁 部 ： 刻 み 目 、 外 面 ： ハ ケ

n 縁 部 ： 貝殻状刻 み 目

外 ・ 内 面 と も に ナ デ

外 • 内 面 と も に ナ デ

外 • 内 面 と も に ナ デ

外 • 内 面 と も に ナ デ
外 • 内 面 と も に ナ デ

外 • 内 面 と も にナ デ

外 • 内 面j : ハ ケ ナ デ

外 川j : ナ デ｀ 内 面 ： ハ ケ

外 • 内 面 と も に ナ デ

口 縁端部 ： ヨ コ ナ デ、 体部 ： ケ ズ リ 、 内 面 ： ヨ コ ナ デ

外 • 内 面 ： ハ ケ

外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ナ デ

外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ナ デ

外 • 内 面 と も に ハ ケ

外 • 内 面 と も に ハ ケ

外 · 内 面 と も に ハ ケ

外 • 内 面 ： ハ ケ ナ デ

外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ナ デ

口 縁部 ： 折 り 返 し 口 縁

口 縁 部 ： 折 り 返 し 口 縁

外 面 ： ハ ケ 、 口 縁端 部 ： 折 り 返 し 口 縁

有段部 ： 沈線文
頸 部 ： 強 い ヨ コ ナ デ

外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ハ ケ ナ デ

外 ・ 内 面 と も に ナ デ

外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ハ ケ ナ デ

11 縁 部 ： 強 い ヨ コ ナ デ． 内 面 ： ナ デ

内 面 ： I ヽ ケ ナ デ
外 • 内 面 と も に 摩 滅著 し く 不明

外 • 内 面 と も に ナ デ

外 • 内 面 と も に ナ デ

外 • 内 面 と も に ナ デ

ロ 縁端 部 ： 強 い ナ デ、 体部 ： ケ ズ リ

n 縁端 部 ： 強 い ナ デ、 体部 ： ケ ズ リ

n 縁端 部 ： 強 い ナ デ、 体 部 ： ケ ズ リ 、 内 I面 ： ナ デ

[1 縁端部 ： 強 い ナ デ、 体 部 ： ケ ズ IJ 、 内 1/ii : ナ デ

ロ 縁端 部 ： 強 い ナ デ、 体 滞 ： ケ ズ リ 、 内 由j : ナ デ

体 部 ： ケ ズ リ 、 内 面 ： ナ デ

外 • 内 面 と も に 摩滅著 し く 不 明

口 縁端 部 ： 強 い ナ デ、 体部 ： ケ ズ リ ． 内 面 ： ナ デ

[]緑端部 ： 強 い ナ デ、 体 部 ： ケ ズ リ 、 内 面 ： ナ デ

外 • 内 面 と も に ナ デ

外 ・ 内 面 と も に ナ デ

外 • 内 面 と も に 摩 滅著 し く 不明
外 • 内 面 と も に 摩 滅著 し く 不 明

外 • 内 面 と も に 摩滅 著 し く 不明

外 • 内 面 と も に ナ デ

外 • 内 面 と も に ナ デ

外 面 D 縁部 ： ナ デ、 内 面 ・ 体部 ： ハ ケ

外 • 内 面 と も に ナ デ

色 調 胎土 焼成 残存率 備 考

淡 橙 褐 色 白 色粒十 ご く 少 量 良 破 片

橙 褐 色 白 色粒子 ご く 少量 良 破 片

淡 橙 褐 色 白 色粒 子 ご く 少 量 良 破 片

橙 褐 色 白 色粒子 ご く 少 量 良 破片

淡橙褐色 白 色粒 子 ご く 少 量 良 破 片

橙 褐 色 白 色粒子 ご く 少 量 良 破片

淡 橙 褐 色 白 色粒子 ご く 少 籟 良 破片

橙 褐 色 白 色粒 子 ご く 少 凧 良 破 片

淡 褐 色 白 色粒 f ご く 少 量 良 破片

淡 褐 色 密 良 破 片

淡橙褐色 白 色 粒子 ご く 少量 良 破 片

橙 褐 色 赤 色 粒 子 良 破 片

橙 褐 色 赤 色 • 1· 1 色粒 f ご く 少 t,\ 良 破 片

橙 褐 色 i' I 色糸H 良 破 片

橙 褐 色 赤 色 ・ n 色粒子 ご く 少 量 良 破 片

褐 色 ,1 色粒子 • 金雲母 ご く 少 量 やや軟 破 片

淡 橙 褐 色 赤 色 · 白 色粒 千 ご く 少 蹟 良 破 片

橙 褐 色 i' I 色粒f少1,1; 良 破 片

橙 褐 色 l'I 色粒f ・ 角 閃 石 少 凩 良 破片

暗橙褐色 白 色粒子 ご く 少 量 良 破片

淡 橙 褐 色 赤 色 粒 子 少 量 良 破 片

淡 橙 褐 色 白 色粒 f 良 破 片

暗 褐 色 i'l 色粒-f· . 金 霊母 ご く 少籠 良 破 片

暗 褐 色 白 色粒f 良 破 片

橙 褐 色 白 色 粒子 ご く 少 量 良 破 片

橙 褐 色 白 色粒 子 ご く 少 景 良 破片

淡 橙 褐 色 白 色糸 H 少 呈 良 破片

橙 褐 色 白 色粒 -f ご く 少 景 良 破 片

暗 橙 褐 色 白 色粒 子 • 金雲母 ご く 少量 良 破 片

淡 褐 色 密 良 破 片

淡橙褐色 白 色粒子 ・ 金雲 料 ご く 少景 良 破片

橙褐色 1·1 色 粒 f 少 槍 良 破 片

淡 褐 色 白 色粒 子 ・ 金雲 母 ご く 少 量 良 破片

暗 褐 色 白 色粒 子 ・ 角 閃 石 軟 破 片 摩 滅

淡 橙 褐 色 r' I 色粒 子 ご く 少 蟻 良 破片

淡 褐 色 1 · 1 色粒 f · 金 雲 屈 少 H 良 破片

淡 い 褐 色 密 良 破 片

淡 橙 褐 色 金雲料 ・ イり 閃 石 ご く 少 量 良 破 片

黒 褐 色 l勺 色 粒 子 ご く 少 量 良 破 片 内 外 面 ： 黒色処理

淡 褐 色 l ' I 色糸, -f ご く 少 H 良 破 片

橙褐色 赤 色 . i'I 色粒f ご く 少 凩 良 破 片 内 面 ： 黒色処珊

橙 褐 色 l ' I 色 粒 f 少 量 良 破 片

淡 褐 色 密 良 破片 外 面 ： 黒色処理

橙 褐 色 白 色粒 子 ご く 少量 良 破 片

淡 褐 色 密 良 破 片

淡 橙 色 n 色粒 f ご く 少 量 良 破 片

淡 橙 色 赤 色 • 白 色粒 子 を ご く 少 量 良 破 片

淡 橙 褐 色 赤 色 · 白 色粒子 を ご く 少 量 良 破 片

橙 褐 色 白 色粒 子 ご く 少 量 やや軟 破 片

淡 橙 褐 色 白 色粒 子 ご く 少 量 やや軟 破 片

淡橙褐色 密 良 破 片 摩 滅

橙 褐 色 密 良 破 片

淡 褐 色 白 色粒子 ご く 少 量 良 破 片

橙 褐 色 白 色粒 子 少 量 良 破 片

暗 橙 褐 色 赤 色 ・ n 色粒 子 ご く 少 械 良 破 片
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図版No. 報告ぬ
32 275  
32 276 
32  277  
32  278 
32  279  
32  280  
32 281  
32  282  
32 283 
32 284 
33 285 
33 286 
33  287 
33  288 
33  289  
33  290 
33  291  
33  292 
33  293 
33  294 
33 295 
33  296 
33  297 
3 3  298 
33 299 
3 3  300 
33  30 1 
33  302  
33  303  
33  304 
33 305 
33  306  
33  307  
33  308 
38 390 
38 391  
38  392  
38 393 
38 394 
38 395 
38 396 
38 397 
38 398 
38 400 
38 401  
38 402 
38 403 
38  404 
38 405 
38 406 
38 407 
38 408 
38 409 

出土位置 遺物番号

II 区

11 区 3 面 A-3
11 区 1 面 p9 
II 区 3 面 B-4
11 区 3 面 B-4
II 区 3 面 p5 1 9  
ll 区 2 面 p l 70 
11 区 2 面 A-2
11 区 3 面 p320 
Il 区 2 面 p31 
n 区 3 面 p! l 9  
11 区 2 面

11 区 l 竪、 遺構外 p492 
n 区 I 竪、 遺構外 叫69
11 区 3 面 B-3
Il 区

11 区 3 面 A-3
11 区 3 面 B-3
ll 区 2 面

11 区 2 面

n 区 3 面 p383 
11 区 3 面 p392 
II 区 3 面 B-3
n 区 3 面 A-2
D 区 p6 
II 区 2 面 p 1 63 
Il 区 3 面 p3 1 7  
Il 区 3 面 p32 1 
11 区 3 面 A-3
11 区 3 面 p2 1 3  
II 区 3 面 p229 
II 区 3 面 p521 
11 区 3 面 p462 
11 区 3 面 p527 
立 会 い 東 ト レ ン チ

立 会 い 東 ト レ ン チ

立 会 い 東 ト レ ン チ

立 会 い 東 ト レ ン チ

立 会 い 東 ト レ ン チ

立 会 い 東 ト レ ン チ

立 会 い 東 ト レ ン チ

立 会 い 東 ト レ ン チ · 

立 会 い 東 ト レ ン チ

立 会 い 東 ト レ ン チ

立 会 い 東 ト レ ン チ

立 会 い 東 ト レ ン チ · 

別表
別表
別表
別表
別表
別表
別表

実測番号 種別 器種 時期 口 径 器 高 底径

246 土師器 坪 平安 ( 1 2 .0)  
242 士師器 坪 平安 ( 1 3.0) 

1 9 土師器 坪 平安 ( 1 3.6) (4.2) (6 .0)  
209 土師器 坪 平安 ( 1 4.0) 
208 土師器 蓋 平安 ( 1 4.0) 
1 93 土師器 甕 古墳 (6 .0) 

36 土師器 甕 ？ ( 1 0 .0) 
205 土師器 甕 ( 1 4.0) 

37 土師器 甕 (8.6) 
34 土師器 壷 (7 .0)  
33 土師器 ？ 

35 土師器 ？ (7 .6)  
78 土師器 壷 弥生～古墳 ( 1 0 ,0)  
76 土師器 (8 .0 )  

228 土師器 ？ 

2 3 1  土師器 ？ 

235  土師器 ？ 

234 土師器 ？ 

227  土師器 ？ 

236 土師器 ？ 

230 土師器 ？ 

229  土師器 ？ 

225  土師器 ？ 

232 土師器 ？ 

226 土師器 ？ 

220 土師器 坪 古墳 ( 1 0.6 )  
2 1 8  土師器 高坪
2 2 1  土 師 器 柑
245 土師器 境
2 1 9  土師器 甕 (5 .0)  
2 7 1  須恵器 大甕 古墳後期

266 須恵器 大甕 古墳後期

267  須恵器 大甕 古墳後期

274 須恵器 大甕 古墳後期

334 土師器 坪 古墳後期 ( 1 2.0) (9.4) 
338 士師器 坪 古墳後期

337 土師器 坪 古墳後期 ( 1 3 .0) 
335 土師器 坪 古墳後期 ( 1 3.2)  (9 .0)  
339 士師器 坪 古墳後期 ( 1 4.6 )  
336 土師器 坪 古墳後期 (20.0) 
347 土師器 ？ 

341  土師器 甕 古墳 (22  0) 
344 土師器 甕 古墳後期

343 土師器 甕 古墳後期

342 土師器 甕 ？ (6 .0) 
340 土師器 甕 (8.2)  
352 磁器
353 磁器
346 陶器
349 陶器
348 磁器
3 5 1  磁 器
350 磁器

整形 色調 胎土 焼 成 残 存 率 備考

外 • 内 面 と も に ナ デ 橙 褐 色 赤色粒子少量 良好 破片
外 • 内 面 と も に ナ デ 橙褐色 赤色 • 白 色粒子 ご く 少量 良 破片
外 • 内 面 ： ナ デ、 底部 ： 回転糸切 り 痕 橙褐色 密 良 破 片
外 • 内 面 と も に ナ デ 橙 褐 色 赤色 • 白 色粒子 ご く 少量 やや軟 破片 摩滅

外 • 内 面 と も に ナ デ 橙 褐 色 赤色 • 白 色粒子 ご く 少量 良 破片
外 • 内 面 と も に摩滅著 し く 不明 淡褐色 白 色粒子 ご く 少量 良 破片
外 • 内 面 と も に 摩滅著 し く 不明 淡褐色 白 色粒子 ご く 少 量 良 破 片
外 • 内 面 と も に 摩滅著 し く 不明 淡橙褐色 白 色粒子 ご く 少量 良 破片
外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ナ デ、 底 面 ： 木葉痕 橙褐色 白 色粒子少量 良 破 片
底 面 ： 木葉痕 淡褐色 白 色粒子 ご く 少量 良 破片
底 面 ： 木葉痕 淡橙褐色 赤色 • 白 色粒子少量 良 破片
底 面 ： 木葉痕 橙褐色 赤色 • 白 色粒子少量 良 破片
外 面 ： ハ ケ ナ デ｀ 内 面 ナ デ、 底部 ： ハ ケ 目 淡橙褐色 白 色 • 黒色粒子少量 良 破片
外 • 内 面 ： ハ ケ ナ デ ？ 橙褐色 白 色粒子少量 良 破片 摩滅

外 内 面 と も に摩滅著 し く 不明 橙褐色 白 色粒子 ご く 少量 軟 破片 外 面 ： 赤彩

外 内 面 と も に 摩 滅著 し く 不明 橙褐色 密 良 破片 内外面 と も に 赤 彩

外内 面 と も に 摩 滅著 し く 不明 淡褐色 密 軟 破片 内 面 ： 赤彩

外 内 面 と も に 摩 滅著 し く 不明 淡橙褐色 密 軟 破片 内 面 ： 赤彩

外 内 面 と も に摩滅著 し く 不明 淡褐色 密 やや軟 破片 内外面 と も に 赤 彩

外 内 面 と も に摩滅著 し く 不明 褐 色 密 良 破片 内 面 ： 赤彩

外 面 ： ハ ケ ？ 淡褐色 白色粒子 ご く 少量 軟 破片 外 面 ： 赤彩

外 面 ： ハ ケ 淡褐色 密 良 破 片 外 面 ： 赤彩

外 面 ： ハ ケ 淡橙褐色 白 色粒子 ご く 少量 軟 破片 外 面 ： 赤彩

外 面 ： ミ ガ キ 橙褐色 密 良 破片 内外面 と も に 赤 彩

外 内 面 と も に 摩滅著 し く 不明 橙褐色 白 色粒子少量 良 破片 内 外 面 と も に 赤 彩

口 縁部 ： ヨ コ ナ デ、 体部 ： ケ ズ リ ． 内 面 ： ナ デ 橙褐色 赤色粒子少量 良 破片 外面 ： 赤彩

外 内 面 と も に 摩 滅著 し く 不明 淡橙褐色 密 良 破片 内 外 面 と も に 赤 彩

外 面 ： ミ ガキ ？ 淡橙褐色 白 色粒子を ご く 少量 良 破片 内外面 と も に 赤彩

外 内 面 と も に ヨ コ ナ デ 橙褐色 密 良 破片 内外面 と も に 赤彩

外 面 ： ハ ケ ？ 褐 色 白 色粒子 ご く 少量 良 破片 内 面 ： 赤彩

外内 面 と も に タ タ キ 灰色 密 良好 破片
外内 面 と も に タ タ キ 灰色 密 良好 破片
外内 面 と も に タ タ キ 灰色 密 良好 破片
外内 面 と も に タ タ キ 灰色 密 良好 破片
口 縁端部 ： 強 い ナ デ、 体部 ： ケ ズ リ 、 内 面 ： ナ デ 褐 色 赤色粒子 ご く 少量 良 70% 
外 面 ： ナ デ ・ ケ ズ リ 、 内 面 ： ナ デ 暗褐色 赤色粒子 ご く 少量 良 破片 内 面 ： 黒色処理

外 面 ： ナ デ ・ ケ ズ リ 、 内 面 ： ナ デ 淡褐色 白 色粒子少量 良 破片
口 縁部 ： 強 い ナ デ、 体部 ： ケ ズ リ 、 内面 ： ナ デ 淡褐色 赤色粒子 • 金雲母 ご く 少量 良好 40% 内 面 ： 黒色処理

口 縁部 ： 強 い ナ デ． 体部 ： ケ ズ リ 、 内 面 ： ナ デ 淡橙褐色 赤色粒子 やや軟 破片
口 縁部 ： 強 い ナ デ、 体部 ： ケ ズ リ 、 内 面 ： ナ デ 暗褐色 赤色 · 白 色粒子少量 良 破片
外 • 内 面 と も に 摩滅著 し く 不明 橙褐色 白 色粒子 ・ 角 閃石少量 良 破片 内 面 ： 赤彩

口 縁端部 ： ナ デ、 体部 ： ハ ケ ナ デ、 内 面 ： ナ デ 橙褐色 赤色 • 白 色粒子少量 良 破片
外 • 内 面 と も に ハ ケ 橙褐色 赤色 · 白 色粒子少量 良好 破片
外 面 ： ハ ケ ナ デ、 内 面 ： ナ デ 暗橙褐色 赤色 • 白色粒子 ご く 少量 良 破片
外 • 内 面 と も に 摩滅著 し く 不明 橙褐色 白 色粒子 ・ 金雲母 ご く 少量 やや軟 破片
外 面 ： ハ ケ 、 内 面 ： ナ デ 淡橙褐色 白 色粒子 ・ 角 閃 石 ご く 少量 良好 破片

別 表
別 表
別 表
別 表
別 表
別 表
別 表



第 3 章 自 然科学分析
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は じ めに

甲府 城下 町遺跡 （甲府 地方裁判所地点 ） は 、山梨県甲府市 中央 に所在 し、 後背 の丘陵 地から 流下 する相 川 が形
成した扇 状地扇端付近 に立 地している。 本遺跡では I • II 区 の2 箇所で発掘調査が実施され、 I 区 では地山とさ
れる堆積 物の削 剥 と、 その上位 に水平堆積 する堆積 物が確認 された。 当 地区 は、甲府 城二の堀 の一 部に該 当 する

可能性 も指摘 されるため、 上位 に堆積 する士層の年代や 当 時 の古環境 の検証 が課題 とされた。
本報告では、 I 区 で確認 された堆積 物の年代観 および 古植生復元 、 II 区 の深堀 で確認 された泥 炭 とされる黒色 の

泥質 土堆積 時 の古植生復元 を H 的として、 放射性炭素年代測 定および 花粉 分析 を実施する。

第 1 節 放射性炭素年代測定お よ び花粉分析
1 .  試料

試 料 は 、 I 区 1 · 7 層、 II 区 6 · 11 層から採 取 された土壌 4 点 である。 こ れら の試料 の肉 眼観察 では、 I 区 1 層

は褐色砂質 土、 同 7 層は 酸化鉄 が発達 する暗褐色 を 呈 する泥質 土 、 II 区 11 層は酸化鉄 が発達 する黒 褐色 を 呈 す
る泥質 土、 同 16 層は団粒化 が認 められる黒色 を 呈 する泥質 士 である。 なお、 II 区 の土壌試料 は、 深堀 ト レ ン チ

に認 めら れた堆積 物である（ 図1 ) 。 発掘調査所見によれば 、 下位 より 16 "" 1 層に分層され、 最下位 の16 層は

黒色粘 土、 15 層は暗褐色粘質 土、 14 層は 暗褐色粘質士 、 13 層は粗粒砂 を 少 量含む橙褐色 粘 質 土、 12 層は橙褐
色粗粒砂混 じ り 粘 質 土、 11 層は細礫 、 橙褐 色 土粒 、 焼 土粒 、 炭化 物粒 を わず かに含む黒褐色粘質 土、 10 層は灰

褐 色 シ ル ト 質 土、 5 層は橙褐色粗粒砂 、 4 層は黒褐色砂質 土とされており 、 4 層から は古墳 時代の遺物が出土し
ている。

分析 調査は 、上記 の試料 のうち I 区 7 層より 抽 出した炭化 物2 試料 について放射性炭素年代測 定を 、I 区 1 • 7 層、
II 区 16 層を 対 象 に花粉 分析 を 行 う。 なお、 I 区 1 層については 、 試料 の観察 所見から 微化石類 の産 状は 不 良 と

判断 されたため、 追加試料 としてI1 区 11 層も花粉 分析 試料 に供 している。

2 .  分析方法
( 1 ) 放射性炭素年代測 定

本分析 では 、 堆積 物の年代観 の検証 が目 的とされたこ とから 、 放射 性 炭 素年代測 定の対 象 試料候補 とされた

1 区 7 層、 II 区 11 ・ 16 層より 有 機 物（ 炭化 物や 植 物遺体など ） の抽 出を 行 った。 各 試料 の肉 眼観察 結果 では 、 炭

化 物や 植 物遺体を確認 できなかっ たため、 各 試料 500cc ( I 区 7 層 ： 911. l g 、 II 区 11 層 ： 885.78g 、 同 16 層 ：

829 . l g) について水洗選別法 による試料 の抽 出を行った。 その結果、I 区 7 層から 炭化 物・ 不 明 炭化植 物遺体0.05g 、

II 区 11 層から 炭化 物0.03g 、 II 区 16 層から炭化 物0.89g が確認 されこ とから 、 調査担当者と打合せ 結果 に基づ

き、 1 区7 層炭化 物（炭化材 、 不明 炭化植 物遺体） を 放射性炭素年代測 定試料 に供 した 。
試料は 、 超音波煮沸洗浄 と酸 ・ ア ル カ リ ・ 酸洗浄 （ 塩酸 1.2N, 水酸化ナ ト リ ウ ム l N, 塩酸 1.2N) により 、 不純

物を 取 り 除 いたあと、グラ フ ァ イ ト を 合 成し、測 定用 試料 とする。 測 定機器 は、NEC 製 コ ン パ ク ト AMS ・ 1.5SDH

を 用 いる。 放射性炭 素 の半減 期は LIBBY の半減 期5,568年を 使用 する。 また、 測 定年代は 1.950年を 基点 とし
た年代 (BP) であり 、 誤 差 は 標準偏差 (One Sigma;68% ) に相 当 する年代である。 暦年較 正 は 、 RADIOCARBON

CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.0(Copyright 1986-2005 M Stuiver and PJ Reimer) を 用 い、 誤差 とし

て標準偏差 (One Sigma) を 用 いる。
( 2 ) 花粉 分析

試料 約10g について、水酸化ナ ト リ ウ ム による泥化 、飾別 、重液 （ 臭化亜鉛． 比 軍 2.3 ) による有機 物の分離 、フ ッ

- 59 -



化 水素 酸 による鉱 物質 の除去、 ア セ ト リ シ ス （ 無 水酢酸 g : 濃硫酸 l の混合液 ） 処理 による植 物遺体中のセ ル ロ ー

ス の分解 を行い、 物理 ・ 化 学的処理 を 施して花粉 を 濃集 する。 残消 を グ リ セ リ ン で封 入してプ レ パ ラ ー ト を 作 成

し、 400 倍 の光 学顕微鏡 下でプ レ パ ラ ー ト 全 面を 走査し、 出現する全 ての種類 について同 定 ・ 計数 する。

3 . 結果

( 1 ) 放射性炭素年代測 定
同 位 体効果 による補 正 を行った測 定結果 （ 補正年代 ） は、 I 区 7 層炭化 物（ 炭化材 ） は 9 5 5 士 2 0 BP 、 同 試料炭

化 物（ 炭化植 物遺体 ） は 9 3 0 士 2 0 BP を 示す（ 表 1 ) 。 また、 暦年較正 結果 （ 測 定誤差 a ) は、 炭化 物 （ 炭化材 ） は
calAD 1 , 0 2 9 - 1 , 1 49 、 炭化 物 （ 炭化植 物遺体 ） はcalAD 1 , 042- 1 , 1 1 7 である（ 表 2 ) 。

なお、 暦年較正 とは、 大 気 中の 1 4C 濃 度が一 定で半減 期が 5 , 5 6 8年として算 出された年代値 に対 し、 過去 の

宇宙線強 度や 地球磁 場 の変 動 による大気 中の 1 4C 濃 度の変動、 及び 半減 期の違 い ( 1 4C の半減 期 5 , 7 3 0 士 40年 ）

を 較正 することである。 暦年較正 に関しては、 本来 1 0年単位 での表記 が通例 であるが、 将来 的に暦年較正 プ ロ
グ ラ ム や 暦年較正 曲 線 の改正 があった場合 の再計算、 再検討 に 対応するた め、 本報告では1年単位 で表記 して
いる。 暦年較正 結果 は、 測 定誤差 0 、 2 a 双方 の値 を 計算 する。 a は統 計的に真 の値 が68% の確率 で存在 する範囲、
2 a は真 の値 が 9 5% の確率 で存在 する範囲である。 表中の相 対 比 とは、 6 、 2 a の範囲を それぞ れ1 とした 場合、

その範囲内で真 の値 が存在 する確率 を 相 対 的に 示したものである。

(2 ) 花粉 分析
結果 を 表3 に示す。 表中で複 数 の種類 を ハ イ フ ォ ン で結んだ ものは、 種類 間の区 別 が困 難 なものを 示す。 い

ず れの試料 も検 出される花粉化石は少 なく、 定量 分析 に有効 な個 体数 は得 ら れなかった 。 また 、 わず かに検 出さ

れた花粉化石の保存状態 も不良 であり、 大 部分は花粉外膜 が破損 ・ 溶解 している状態 であった 。 以下に、 各 試料

の産 状を 示す。

I 区 7 · 1 層は、 イ ネ科 がわず かに 1 個 体ず つ検 出されたのみ である。 II 区 1 6 層は、 木 本花粉 ではツ ガ属 や マ
ツ 属、 ス ギ属 が、 草 本花粉 ではイ ネ 科、 ヨ モ ギ属、 タ ン ポ ポ亜科 が1 ""' 3 個 体検 出されるのみ である。 II 区 11

層は、 木本花粉 ではモ ミ 属 や ツ ガ属、 ス ギ属、 ニ レ 属 ー ケ ヤ キ 属 が、 草 本花粉 ではイ ネ 科、 ナ デ シ コ 科、 ヨ モ ギ
属、 キ ク 亜科 が1 ""' 7 個 体検 出される。

表 1 . 放射性炭 素年代測定結果

地区名 層 位

l 区 7 層

試料の質

炭化材
炭化物

補正年代
BP 

955 士 20
"" ., 
930 士 20

o 1 3  C 

-26.69 土 0. 1 6
-26.59 士 0. 1 7

Code No. 

97 1 3- 1  
97 1 3-2 

1 ) 年代値の算 出 に は、 L ibby の半減期 5,568 年を使用。
2)BP 年代値 は、 1 ,950 年 を 基点 と し て何年前で あ る か を 示す。
3) 付記 し た誤差は、 測 定誤差 a ( 測 定値の 68%が入 る 範 囲 ） を 年代値 に換算 し た値。

表 2. 暦年較正結果

地区名 層 位
補正年代 暦年較正年代 (ca l ) 相 対比

(BP) 
ca l AD 1 ,029 - cal  AD 1 ,047 ca l BP 92 1 - 903 

゜ ca l AD 1 ,089 - cal  AD 1 , 1 2 1  ca l  B P  86 1 - 829 
953 士 1 8 ca l AD 1 , 1 39 - ca l AD 1 , 1 49 ca l BP 8 1 1 - 80 1 

ca l AD 1 ,023 - ca l AD 1 ,057 ca l BP 927 - 893 
I 区 7 層

2 a 
ca l AD 1 ,076 - ca l AD 1 , 1 54 ca l BP 874 - 796 
ca l AD 1 ,042 - ca l AD 1 ,054 ca l BP 908 - 896 

a ca l AD 1 ,078 - cal  AD 1 , 1 07 ca l BP 872 - 843 
9 3 1 士 1 8 ca I AD 1 ,  1 1 7 - ca I AD 1 ,  1 1 7 ca l BP 833 - 833 

2 a ca l AD 1 ,036 - ca l  AD 1 , 1 56 ca l  BP 9 1 4  - 794 

測 定 機 関 番号

PLD-8638 —· 
PLD-8639 

相 対比 Code No. 

0.294 
0.550 
0. 1 56 97 1 3- 1  
0.298 
0.702 
0. 1 53 
0.375 
0.472 

97 1 3-2 

1 .000 

1 ) 計算 に は、 RADIOCARBON CAL I BRATION PROGRAM CAL IB  REV5.02 (Copyright 1 986-2005 M Stu iver and PJ Reimer) を使用
2) 計算 に は表 に 示 し た 丸め る 前の値を使用 し て い る 。
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4 .  考察

I 区 7 層 か ら 抽 出 さ れ た 炭 化 物 は、 い ずれ も

11 � 12 世紀 中 頃 の 年 代 を 示 し た。 本分析結果

を 参考 と す る と 、 7 層 よ り 下位 に 認め ら れ た 地

山 はそれ以前 の 堆積物 と 推定 さ れ る 。

花粉分析 の 結果、 11 � 12 世紀頃 の 堆積物 と

考 え ら れ る I 区 7 層 を 含 む 4 試料は、 い ずれ も

花粉化石 の 産 出 状 況 は 不 良 で あ り 、 古植生推定

の た め の 定量解析 を 行 う こ と がで き な か っ た。

花 粉 化 石 ・ シ ダ類 胞 子 の 産 出 状 況 が 悪 い 場

合、 元 々 取 り 込 ま れ る 花粉量が少 な か っ た 、

る い は、 取 り 込 ま れ た 花粉が消失 し た 、 と い う

要因が考え ら れ る 。 一般的 に 、 花粉や シ ダ類胞

子の堆積 し た 場所が、 常 に 酸化状態 に あ る よ う

な場合、 花粉は酸化や土壌微生物 に よ っ て分解 ・

消 失 す る と さ れ て い る （ 中 村 ，1967 ; 徳 永 • 山

内 ，1971; 三宅 · 中 越 ，1998 な ど ）。 検 出 さ れ た

花粉化石 の 保存状態 を 考 慮す る と 、

あ

表 3. 花粉分析結果

土 層 中 に 取

種 類 I 区 H 区

層位 1 層 7 層 6 層 1 1 層
木本花粉

モ ミ 属
ツ ガ属
マ ツ 属
ス ギ属 — - 1 
ニ レ属 ー ケヤ キ 属- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

草本花粉
イ ネ科 1 1 5 
ナデシ コ 科 2 
ヨ モ ギ属 - 7 

キ ク 亜科 1 
タ ン ポポ亜科- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ― こ ― - - - - こ - - - - - こ - - - - - - - - -
不明花粉 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - こ - - - - ― こ ― - - - - - - - - - - - - - -

シ ダ類胞子
イ ノ モ ト ソ ウ 属
他の シ ダ類胞子

合 計
木本花粉
草本花粉
不明花粉
シ ダ類胞子
総計 （不 明 を 除 く ）

2
3

 

1
3
1

 

3
 

1 

49 26 

0
1
0
3
4
 

0
1
0
1
2

 

7 
1 5  
3 

50 
72 

6
4

 

2
3

 

5
3
0
 

り 込 ま れ た 花粉 ・ シ ダ類胞子 は、 そ の 後 の 経年

変化 に よ り 分解 • 消 失 し た と 推定 さ れ る 。

なお、 II 区試料は、 I 区 と 比べやや 多 く の 花粉化石が検 出 さ れた。 古植 生 を 検討す る ま で は 至 ら な い が、 検 出

さ れ た種類か ら 周 辺 に モ ミ 属、 ツ ガ属、 マ ツ 属、 ス ギ属、 ニ レ 属 — ケ ヤ キ 属 等 の 木本類、 イ ネ 科、 ナ デ シ コ 科、

ヨ モ ギ属、 キ ク 亜科、 タ ン ポ ポ 亜科等 の 草本類の 生育が窺われ る 。 本遺跡東方 に 所在す る 大坪遺跡 （ 甲 府市横根町 ）

の古墳時代 中 期 ～ 古代 の 堆積物 の 花粉分析結果では、 ス ギ を 主 体 に ヒ ノ キ類、 モ ミ 属、 ツ ガ属 を 交 え た 温帯性針

葉樹や、 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属 等 の 落葉広葉樹が周辺丘陵部 に優勢で あ り 、 低地部 に は イ ネ 科 を 主体 と し た 沼沢地

環境が広 が り 、 比較的乾 い た と こ ろ に カ ヤ ツ リ グサ科、 ク ワ 科、 ア カ ザ科 ー ヒ ユ科、 ヨ モ ギ属等が生育 し て い た

と さ れ て い る （ 鈴 木 ，2002)。 II 区 1 1 ・ 16 層 は 古墳時代以 前 の 堆積物 と 推定 さ れ、 上 記 し た 事例 と や や 時 代 が 異

な る が、 今 回検 出 さ れた種類は、 後背 の 丘 陵 • 山地部や低地部等 の 植 生 を 反 映 し て い る 可能性が あ る 。
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第 5 卒 ま と め

第 1 節 l 区
1 .  追構

I 区 では明確な遣 構は見ら れなかっ たが、「二の堀」確認 のため I 区 全 体の土層観察 で見られた、 地山が切 ら
れ たt層について考えてみ たい。 これ は、甲府 地方裁判 所地点 から南 へ 7 50m ほどのところ にある中央 I T 目

1 88 番 地地点 の調査で「二 の堀 」跡が確認 されたことから、今 回 の調査地点 にも「二の堀 」がかかる可能性 があっ

たため、 調査の目 的となっ たことは先述 したとおりである。

まず両者の土層状況 を 比 較 してみ ると、 中央 1 丁 目 1 88 番 地地点 の「二 の堀」跡内土層堆積 を 見ると、 しま
りの度合 いが異 なる土 がランダム に甫 なる状況 を 示し ており、 I 区 の水平堆積 の状況 とは大きく異 なっ ている。

また中央 1 T g  1 88 番 地地点 の堀 跡内からは陶磁器 や 木製 品 などの遺 物が多 く出士 しており、 I 区 では遺 物の

出土が全 く見 られないという点 と比 べ ても大きく異 なっ ている。

江戸時代において「二 の堀 」はその内側 の武家 地と外側 の町人 地を 分けていたとされるが、 明 治 時代に至 ると

管理 が不行き届きとなり物が投 げ入 れられたり、 その結果堀 内の水 が汚 れて腐敗臭 が漂 っ たりした。 また藤村 県

令 による ＇前 時代的な構造 物を 排除 し近代的な街並み を 作 り上 げ ていぐ という動きの中で、通行の妨 げ となる「ニ
の堀 」は埋 め立てら れた。 その一 部は側溝 のような形 で昭和 45年頃まで残 されてい た部分もあっ た という。 こ

のように、 明 治初 期にかなりの部分が人 力 によっ て一気 に埋 められ たと考えら れるが、 I 区 の士層堆積 から はそ
のような埋 め立ての状況 は観察されなかっ た。 しかしながら ある段階 でもともとあっ た地山が切 り取 られて、 そ
のあとに砂 や 土 、 粘土 などが堆積 したことは明 ら かであっ た。 これ がもし堀 の堆積 だ と考えるのならば 、 底 に近

い位置 で厚 さ25cmほどの砂 の堆積 がみ られることから 堀 内の流れ は、 例 えば川 のようにある程 度の流 れを とも

なっ たものになる（註 1 )。 堀 が巾 府 城を 中心にめぐ っ ていたものであると考えれば 、 そこは水 が閉 ざ された場

所であり、 堀 の中で水 がご うご うと音 を たてて流れ ていた状況 は想像 しがたい。 また 中層あたりで若千 土壌化 し

た堆積層が見ら れるが、 これが堀 の中だ っ たとすると、 一時 的に堀 内が干 上 がっ ていた時 期があっ たことになる
（註 2) 。 さら にこの士壌化 した堆積層中に含まれる炭化 物2 点 について 1 4 C年代測 定を 行 なっ たところ 、 2 点 と

もに 1 1 � 1 2 世紀 中頃 にあたる年代値 が得 られ ている。 今 回 I区 で確認 された土層は中央 l 丁 bl 1 88 番 地地点

における「二の堀 」跡の土層堆積 とは大きく異 なっ ており、 また先 の調査で見つかっ ているような近代の側溝 と

なっ た堀 の名 残 も発見されなかっ た。

現在 の地形図 (2 万 5 千 分の一 ） に、 柳沢吉 保• 吉里 が甲府 城主 だ っ た時代を 描 いた絵図を 重ね合 わせ てみ る
と（第43 図）、「二 の堀」は今 回 の調査区付近 では、 ほぽ平和 通りを 走 っ ていたことになる。 また幕 末 に描 かれ
た「懐宝甲府絵図」によれば 、 南 北 方 向 に走 っ ている「二の堀」は調査地周辺 で若干西 に振 れている様子 が描 か
れ ており、 これから すれば I 区 よりももっ と西側 の平和 通りに寄 っ た位 置にある可能性 が大きいであろ う。 また

「写真 集 甲府 物語」によると、甲府 地方裁判 所のビ ル よりもかなり西側 に小 さな堀 が映 し出されている写 真 が

あり、 これから するとや はり今 の歩道 がある辺 りにこの「二の堀」の名 残 である小 さな堀 があっ たものと思 われ

る。 以上 の状況 を 考え併せ ると、 や はり甲府 地方裁判 所地点 のあたりでは「二の堀 」は裁判 所敷 地内を 通ら ず に
もっ と西寄 りを 、 つまりほぽ平和 通りに沿 う形 で南 北 に延 び ていたと考えら れる。 そして I 区 で見ら れた地山が

切 ら れた状況 を 示す上層は、 旧 河道 である可能性 が大きいのではないだ ろ うか。

CU l )  ( ;i_t 2) 

帝京大 学山梨文化財研究 所 河西 学氏 のご教 示による

2 .  遺物

I 区 では上層で陶磁器類 の出土 が見ら れ た。 遺 物集 中区 より発 見され たものは幕 末 ～ 明 治 時代の所産 と考えら
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第 42 図 調査地点周辺の江戸時代 中 頃 に お け る 土地利用

れるが、 中に は小倉焼 （こごえや き） と呼ば れる県内窯 の焼き物も含まれていた。 小倉焼 は北杜市須 玉 町小倉地

区 で生産 されていた焼き物で、 明 治 時代初 期に 生産 が始まった。 当初 は素焼きの焼き物であったが、 明 治 2 7年
頃 に 奥 田 信斎 が移 り住 んでか ら は釉 薬 を 掛 けた陶器 が生産 されるように なった。 今 回 I 区か ら 出土したものは釉

薬 が掛か っているため、 この時 期以降 に つくら れたものと考えら れる。

また遺物集 中区か ら ではないが、 同 じ く I 区か ら 単独 で出土した志野焼 の鉢は底面 見込み 部に 「春岱」の銘 が

あり、 これに よって尾張 の陶エ「 加藤春岱」に よる作品 であることが明 ら か となった。 「 春岱」銘 のある陶器片 は「 加
藤春岱」が活躍 した赤津焼 のお膝元、 愛 知県瀬戸市 に所在する凧 山 屋敷 遺跡でも見つか っているが、 発掘 調査で
の名 のある陶 工に よる作品 の出土は稀 な例 であると言える。

第 2 節 I1 区
1 .  遺 構

江戸時代 ( 2 面）
調査区北側 で溝 が4条検 出されているのみ で、 他 に 遺構は発見されなか った。

「 甲府御城下絵図」（柳沢 文庫蔵） に よれば 調査地周 辺 は、 江戸時代中 期、 柳沢吉保 ・ 吉里 が甲府城主だ った頃、
その家 臣 で家老 の「 滝 口平太左衛門」の屋敷地の南端か ら 、 同 じ く御寄合 の「 小畑勘七」の屋敷 地の北端 に か か
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る辺 りであると 推 定され る。 屋敷 地の地境 の溝 などが検 出され る可能性 もあったが、 場 所的にも屋敷 地のはず れ
にあたるため、 ま た調査対 象 地がご く 狭 い範囲であったため明確な遺構 が検 出され なかったものと み られ る。

ま た幕 末 に描 かれ た絵図によると 「御薬 園」があった場 所にあたり、 それ ま での武家屋敷 地と しての土地利用

と は大きく 変 わっているので、 今 回 明確な遺構 が発見され なかったのには、 その後の土地改変 が大きかったこ と

もひ と つの要 因 と して考えられ るのではないだ ろ うか。

古墳時代 ( 3 面）

地表 下lmほどの黒褐色 土から、 弥生時代末 ～平安時代の士器片 が多 く出土した。 時 期的には古墳 時代を 中心
と している。 こ の土を 掘 り下げ ていったと こ ろ 、 竪穴 状遺構 4 基 と ピ ッ ト 4 基 が検 出され た。 遺構 の性 格につい

ては不明 であるが焼 土なども検 出され ているこ と から 、 近 く に生活 の主 体があった可能性 もある。 特 に、 立 会い

調査を行なったII 区西側 の東 ト レンチ では、 焼 土粒 や 炭化 物粒 を 多 く 含 んだ 土層中から、 摩滅 していない坪類 が
出土しているこ と もこ れ を 裏 付 けている。

周 知の埋蔵 文化財包蔵 地である 「 甲府城下町遺跡」から 、 こ のような遺構 を 伴った城下町以前 の遺跡 が見つか

る事は稀 であるが、 今 回 の調査地点 に近 い百 人 町の立会い調査などでは地表 下lmの黒褐色 土層中から士師器 の
壷 も確認 され ているこ と から、 今回 の調査地点一帯 には城下町形 成以前 の古い遺跡が眠 っている可能性 も大 いに
ある。

2 .  遺物

江戸時代 ( 2 面）
溝 や 2 面から陶磁器類 の出土が見られ たが、 いず れも破 片 であり主 体的なものではなかった。

古墳時代 ( 3 面）
先 に述べ たように、 若干 の江戸時代遺物の混在 もあるが、 3 面からは弥生時代末 ～ 平安時代の遺物がパ ッ クさ

れ た状態 で出土した。 その多 く が古墳時代の土師器片 であるが、 中には完形 に近 い古墳時代前 期の台 付甕 や 甕 な

ども含 ま れ ていた。 弥生時代末 ～ 古墳時代前 期の口 縁部 に刻 み を もつ甕 の破片 も何点 か見られ るが、 S 字 状口 縁

を もつ甕 は小 さな破 片 も含 め全 く 見られ なかった。 後期では坪 や 須恵器 ・ 甕 の破 片 や 須恵器 ・ 無蓋高坪 の破 片 も

見られ た。 ま た破 片 ではあるものの、 赤 彩 され たものも比較 的目 についた。日常 的に使 われ る甕 や 壷 などの器種
と と もに、 非日常 的な器種 である須恵器 ・ 甕 や 高坪 が含 ま れているこ と は特筆 され る。 特 に須恵器 ・ 無蓋高坪 は

長脚 の無蓋 高坪 と 考えられ、 一般 的な集落 から の出土はあま り見ら れない器種 であり、 近 くに後 期古墳 などが存

在 した可能性 も否 めない。

第 3 節 お わ り に

今回 の調査地点 は 「 甲府城下町遺跡」の一角 でありながらも、 甲府 城下町に関わる遺構は「二 の堀」 を 含 めて

ほと んど発見され なかった。 しかしながら、 今回 の調査により「二 の堀」は甲府地方裁判所のあたりではほぽ平
和 通りを 走 っているこ と 、 柳沢時代の町並 み を 描き写 した「甲府御 城下絵図」の距離感 や その位 置関係はほぽ正

確であるこ と が明 らかと なった。
ま た著 しい開 発の歴史 を 持 つ甲府市 中心部 に所在 する周 知の埋蔵文化財包蔵 地 「 甲府城下町遺跡」において、

はるか城下町以前 である弥 生時代末～平安時代の遺物や 遺構 が発見され たこ と は大きな成果 であった。 今後 「甲

府城下町遺跡」内の調査を行う際には、 先入観 にと らわ れず、 城下町以前 の土層確認を行ないながら調査を 進 め
ていく 必要性 がある。
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写真図版

調査区全景 ： 南か ら 北 を の ぞむ

調査区全景 ： I I 区
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図 版 1

"' 
調査区全景

調査対象地は、 旧 裁判所庁舎が建 っ て
い た 場所で あ っ た た め 、 そ の 建物基礎が
入 っ て い な い 部分 を 選 ん で 調査 区 を 設定
し た。

I 区 は 旧 庁 舎 の 正面玄関部分、 II 区 は
同 じ く 中庭部分 に あ た る 場所で あ る 。

l 中 央 公 回 ］

調 査 区 配置 図
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図 版 2

I 区 ： 真上か ら （左が平和通 り 側）

I I 区 ： 真上 か ら ( 3 面の様子）



1 区 ： 調査区西側土層 I 区 ： 調査風景

_,_....,.._..,,,,.,. 烹.., .. ,,,』

図
話
3

I I 区 ： 表土剥 ぎの様子 I I 区 ： 1 面



I I 区 1 面 ： 遺物出土状況

図
話
4

I I 区 ： 調 査風景

崖 �令ー 芯〗

I I 区 3 面 ： 竪穴状遺構 1 完掘状況



I I 区 3 面 ： 竪穴状遺構 1 内 集石 I I 区 3 面 ： 竪穴状遺構 1 内 遺物出土状況

因
話
5

台付甕 出 土状況( 1 ) I I 区 3 面 ： 竪穴状遺構 1 内 台付甕 出土状況(2)



I I 区 3 面 ： 遺物出土状況(1 )

図
薪
6

I I 区 3 面 ： 遺物出土状況(2)

I I 区 3 面 ： 甕 出土状況 I I 区 3 面 ： 須恵器 片 出 土状況



I I 区 3 面 ： 須恵器 無蓋高坪 坪部 出土状況 I I 区 3 面 ： 竪穴状遺構 2 遺物出土状況(1 )

図
諾
7

I I 区 3 面 ： 竪穴状遺構 2 完掘状況

I.: 

I I 区 3 面 ： 竪穴状遺構 2 内 遺物 出土状況(2)



I I 区 3 面 ： 竪穴 状遺構 2 内 遺物 出土状況(2 )ア ッ プ

図
話
8

I I 区 3 面 ： 調査風景

I I 区 3 面 ： 竪穴状遺構 3 · 4 完掘状況



I I 区 3 面 ： 竪穴状遺構 4 内 遺物出土状況

I I 区 3 面 ： 竪穴状遺構 1 · 2

I I 区 3 面 ： 竪穴状遺構 3 内 焼土検出状況

図
話
9

I I 区 3 面 ： 高坪脚部 出土状況



I I 区 3 面 ： 底部出土状況

図
薪

10

I I 区 3 面 ： ピ ッ ト 4 土層

完掘状況 I I 区 ： 調査 区北壁土層



土層西壁I I 区 ： 調査 区 I I 区 ： 調査区 西壁 土層 （調査区拡張後）

図
逹



立会い調査 ( I 区南側部分） ： 調査風景

図
諾
1
2

立 会 い調査 （井戸） ： 井戸 の発見状況 （手前カ ラ ー コ ー ン 内 が井戸）

立会 い調査 （井戸） ： 井戸の状況 （井戸枠の ア ッ プ）
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